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南 ･東南スラウェシの沿岸村落

古 川 久 雄*

1994年4月,14年ぶりに南スラウェシを訪れた｡

南スラウェシは1980年10月から1981年 2月まで4

カ月,前田成文氏をリーダーとする略称スラウェ

シ ･リアウ計画の一員に加わり,高谷好一,田中

排司,桜井由窮雄,ハサヌデイン大学のマ トウラ

ダ,マリカールの諸氏 と歩いた懐かしの地だ｡そ

の時は漁村 も少 し見たが,主対象は内陸集落と農

業だった｡今回は沿岸村落と漁業の様子を見るこ

とが主目的である｡ハサヌデイン大学と南,東南

スラウェシ沿岸部村落開発研究協力を立ち上げる

為の予備調査である｡魚や漁具,船など全 くの素

人であるが,海域の生活ぶ りと人の移動を主関心

に歩いた｡フィール ドノー トと写真で現地通信 と

して報告する次第だ｡

Ⅰ ウジュンパンダン

1994年4月3日

パオテレ漁港周辺

昼近 く,ウジュンパンダンの北のパオテレ漁港

へ行 く｡小さな魚市場がある｡既に閑散としてい

るが,セメント床に少々の魚が放 り出してある｡

鯵のようなガタオンバ,大型の魚マシドゥン (シ

マアジの類)など｡岸壁へ出てみると1トン程の

漁船 (ジヤロロという)が10隻ばか り接岸 してい

て,甲板のピットから取 り出した魚を龍に仕分け,

少年達が岸壁へ上げている｡ トウンバ ン (イワ

シ),パリ (エイ),マイラ (キビナゴ),シンリリ

(タカサゴの類),アオブダイの類など｡沖を見る

と水平線上にパガンがたくさん見える｡運び込む

魚はそのパガンで捕獲 したという｡パガンは竹や

木材で作った四角の台を海上に設置 し,その下に

箱状の四手綱をしかけ,火光で魚群を誘導 して漁
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をする装置である｡台は海底から杭を立てて海上

に定置するものと1隻ないし2隻の船の上に設置

した移動可能なものがある｡

東側の青黒い水溝をこえると砂浜が 200m程続

き,所々にピアが突き出している｡ ピア付け根の

砂浜にもジヤロロ船がどんどん乗 り付けて,テン

ロ (ダツの類)やマシドゥンを手でぶら下げて浜

に上げ,竹寵にどんどん入れる｡男や女がそれを

自転車でどこかへ運ぶ｡

写真 1 ウジュンパンダンのパオテレ港｡漁師や

手伝いの子供達が獲物をどんどん運ぶ｡

先程の腐った ドブ川 (パナムプ-運河)を南-

辿る｡路地沿いに青塗 りの平床家が並び,各家の

戸口に小 さいアウ トリッガーカヌーがある｡通 り

へ出て貨物港へ行 く道にはスヌー (ハタ)を開い

た干魚を売る店がズラツと並んでいる｡どの店も

大量の干魚を竹篭に入れて客を待っている｡見事

な出来栄えで,香港の西登盤あた りで見かける干

魚と変わらない｡
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華人街など

炎天下をベチャでロッテルダム要塞北側の華人

街へ行く｡表通りは変哲もない低いビルが並ぶが,

少し裏通 り-入ると屋根の形と高い壁に特徴のあ

る華人の家が残っており,中国寺がいくつかある｡

その 1つ天后官は18世紀初頭に建立された寺で,

たくさんの龍が屋根の上に向き合い,朱柱で支え

られた三棟がある｡前堂入口には慈雲普覆噂渥島,

慧日長懸耀錫江と聯がかかり,本堂は関聖天君と

天后福徳正神を示巳る｡左の紀堂には玄天上帝,後

堂には仏光普照,千手観音,文昌帝君といった額

が掛けられている｡紙銭を売る40歳代の華人に尋

ねると,この寺は福建人の寺で,仏教と儒教 と道

教を奉じている｡この男の両親は福建省甫臼の出

身で,本人はウジュンパンダン生まれである｡

写真2 ウジュンパンダンの中国人街にある竜仙

宮｡華人船員の守り神鳩祖と仙姑を柁る｡

少 し北の竜仙宮は竜頭宮と仙鴨宮から成り,仙

鴨宮は鴫祖と仙姑を配る｡天后も婿祖も華人水夫

の航海を守護する女神で,天后は清朝廷での鴫祖

の呼び名である｡鴫阻信仰は福建の甫田で発生し

たといわれている｡お産の神でもあり,丁度妊娠

3カ月位の女性がポ工を投げては中国式の礼拝を

熱心に繰 り返していた｡

すぐ近 くにもう1つ広東華僑の寺があり,ここ

は広東聯義会という華僑会の事務所も兼ねる｡関

聖帝廟清祭通告の張 り紙がしてあるところを見る

と,漢字を解する人口が相当多いようだ｡湯家阻

両とある-寓に居る華人に尋ねると,ウジュンパ

ンダンの町には数千人の広東人が居るとのことで

ある｡福建と広東の華人がたくさんいるというこ

とである｡国にいた時と同じ3つの混i肴宗教を奉

じ,かつて,オランダ城塞の外側に取 り付いて住

み着いた一角が今や巨大な町になっているO

べチャを再び拾うと,カンポン･アラブを知っ

ているというので行ってみる｡あちこちして着い

たところはデイポネゴロの墓廟である｡これはカ

ンポン･アラブじゃないよと言ったあと,しかし

気がついた｡ デイボネゴロはアラブ人だったこと

をベチャひきも知っているのか｡知っていて連れ

てきたのなら驚きである｡

カンポン･アラブは見つからなかったが,アラ

ブの墓はあるというので,カンデア通り-行 く｡

ハサヌデイン大学の旧キャンパス北側の小さな一

角にプルメリアの木立があり,アラブ人の墓だと

いうイスラム墓が数百基並んでいる｡

夜,ウイサタ･インに偶然同宿 した東京都立大

の伊藤真氏とスリヤ ･レス トラン-行く｡カニ

エビ料理を出す｡昼に会った広東聯義会館の寺番

にバッタリ会う｡店内は華人客で一杯である｡店

主の華人は広東出身の40歳代で,香港に長らく住

んでいて,流暢な英語を話す｡パオテレ漁港でカ

ニは見なかったので尋ねると,パンカジェネとボ

ネへ仕入れを派遣して,生きたカニを運ぶという｡

パンカジュネの海岸はエビとボル (ミルクフィッ

シュエボラのこと)の養殖池が古 くからあるが,

今,台湾と香港の商人が養殖池拡大と近代化に投

資を始めている｡曝気用水車をまわすだけでなく,

造波施設を作ると,エビの生育期間が従来の半分

の2カ月に短縮できるとい う ｡

4月4日

日本領事館の佐久間書記官を訪れ,海産物事情

を聞く｡

①･華僑が一手に扱う商品にアガルアガル,タツ

ノオトシゴ,ハタ,フカヒレ,ナマコ,ボタン用

の員などがある｡タツノオトシゴは香港へ輸出し,

そこで白く漂泊したものを再びウジュンパンダン

ヘ戻 して何かの加工をし,香港-送 り返す｡漢方

薬であるという｡ハタは従来は開いて干魚にして

いたが,香港で白蒸料理の需要が急増し,華人が

沖合で生魚を集荷し,魚市場は通さず直接生貴船

で香港へ運んでいる｡フカヒレ,ナマコは従来か

ら華僑の集荷ルートがあり,これも魚市場は通さ

ず,漁師と商人の直接ルー トがある｡華僑と漁師
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の関係は,漁船,柄,釣針,生活費などの貸与関

係があり,漁師は獲物を全て貸方の華僑に渡す｡

最近はトビウオの卵で同じ事が起こっている｡

② 魚市場はパオテレとラジャワリ通りにある｡

ラジャワリ市場は売り買い共にだれでも参加出来

る｡パオテレ漁港には世銀の融資で冷凍庫が出来

た｡パオテレに上った魚は仲買人が買って中央市

場やその他の魚市の商人に売る｡

(釘 イワシはパオテレ漁港-殆ど出ない.ジヤヤ

ンティ･グループの水産部門がマグロ漁用の餌に

買い付け,ウジュンパンダンとクンダリに設置し

た冷凍庫に貯蔵している｡

④ 大きな水産会社は外にMIKASE,BOSOWA,

ハジ･カラの会社の水産部門がある｡MIKASEは

徳島水産と目端と陸軍の合弁企業,BOSOWAは

ボネ,ソツペン,ワジョの略称で,タクシー,エ

ど,土木などの多角経営会社,社長は県庁の経済

開発局を辞めて会社を作った｡ハジ･カラは父の

代にはボネの米をウジュンパンダンに売っていた｡

彼の代に米の陸送を始め,それからトラック,バ

ス,船に仕事を拡げ, トヨタのディーラーになっ

た｡今は建築,土木,飛行機の蛇腹型乗降通路製

作まで手がけている｡南スラウェシの商工会議所

会頭である｡その会社の水産部門がエビ集荷をや

っている｡プリブミの企業家が出現 している様子

があるのだ｡

⑤ エビ輸出が増大して養殖池のエビの取 り合い

になった｡小さな業者は集荷が難しくなる｡そこ

で数年前にエビ輸出業者の組合が作られ,集荷の

地域割りを試みた｡ 会社が生産業者の保証をし,

銀行の融資を斡旋する方法だ｡しかし集荷人が暗

躍をし,値の良い会社が結局エビを集めてしまう｡

今はエビ集荷について戦国時代である｡ルー県の

サゴヤシ地帯もどんどんエビ池に変わっている｡

(む 真珠養殖は今まではなかったが,ケンダリと

ブトンに日本人会社とドボから移動してきた中国

人の会社が生まれた｡しかし,海草,警察,漁民

の間の組織を通して,養殖場から消えた真珠がウ

ジュンパンダンの町に出回っている｡

⑦ ハサヌデイン大学にハルママッパ氏という漁

業研究家がいる｡東大の海洋研で学位をとった人

である｡漁師を組織して漁獲物を日系水産会社へ

直接売る計画を練ったが,失敗 した｡企業は安定
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集荷,画一サイズを求めるので地元漁師は対応で

きない｡華僑はその点柔軟で,何でも,少量でも

買い集めるので,結局,華僑に売ることになる｡

⑧ 貧困撲滅運動が始まった｡各州の村の十数

パーセントを貧困村と認定し,貧困の原因を発見

し,貧困の撲滅対策を見つけだすという運動だ｡

JICAがそれに一役買っている｡パル県にパイロッ

ト村を設定し,JICAの専門家が BAPPEDA(地方

開発庁)に入り込んで活動することになった｡貧

困村と認定された村の住民はどんな気持ちを抱 く

でしょうか,と佐久間氏が問う｡

養殖池開発,水産会社の急激な増加,貧困撲滅

運動と事態が急進展していることはよく判った｡

長期的展望はどうなのだろうか｡ともかく廻転すれ

ば良いのだということのようである｡それにしても

1980年の調査の時はこんな調査は思いもしなかっ

た｡私自身も大変化してしまっているのである｡

午後,ヤコブ･マリカールの兄さんに会う｡ソン

バオブ一通りで以前は小さな薬局を開いていたが今

は店を閉じている｡マリカールさんには逢えなかっ

たが,兄さんによると,先祖はマドラスからの移民

で,最初アチェへ入り,その後代にバリ,アンボン

と移動し,3代前にウジュンパンダン-移住した｡

今7代目である｡インドネシアの沿岸都市は何処も

そうだが,随分いろいろな出自の人がいる｡

4月5日

日本人網元

朝,ウイサタ･インで伊藤氏と朝食中に突然日

本人が我々のテーブルへ来る｡何事かと聞くと,

丈夫な漁船はどこで入手できますかという質問で

ある｡いぶかしがっていると自己紹介を始めた｡

この人は山口県湯屋の進藤さんといい,湯屋と松

浦半島にカツオブシ工場を持つ｡ここ数年,原発

の温水でカツオ漁が減った｡そんなことあるのか

と思いながら続きを聞く｡インドネシア政府要人

の紹介でジャワに工場を作ったが乗っ取られてし

まった｡ハジ･カラ関係者の紹介で数年前, トミ

ニ湾のパリギとアンバナにカツオブシ工場を作っ

た｡アンバナには冷凍庫も設け,そこを基地にす

るつもりである｡地元の漁師を雇い,10隻のカツ

オ船で操業しているのだが,2-3年で船に穴が
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あく｡ どこかいい造船所を知らないか,という話

である｡ ブルクンバのビラへいきなさいと,とも

かく返事をしたが,呆気にとられて,それ以上詳

しい話を聞くのを失念したのは残念だった｡

呆気にとられたのはその勇敢さにである｡大学

や官庁の人間など及びもしない高みをスイと飛ぶ

エネルギーがある｡華僑のみならず,日本人個人

企業家は大 したものだ｡そういえば4月1日に出

会ったトラジャコーヒー会社の大原さんもそうだ｡

東食とKeyコーヒー会社合弁で経営するコーヒー

園がランテパオの北にある由で,大原さんは東食

から1976年に出向し,以来スラウェシ暮らしだと

いう｡個人レベルの異文化接触が理屈ばかりこね

ている大学人を置き去りにして進んでいる｡それ

にしてもその実態を調査しようという大学人の少

ないことはどうなっているのだろう｡

ⅠⅠ 南スラウェシ西岸

ハサヌデイン大学のアグネス女史 (今回の計画

の現地側マネジャー)に紹介して貰って農学部の

タンケイサリ氏と今日から西岸の調査に出る｡彼

の祖先も9代前に広東から移住 した華人である｡

マロスを過ぎて,一面の平野に港概水田が広がる｡

サンカラック河の支流が東の石灰岩山地から蛇行し

て流れ,汽水湿地と後背湿地が入り交じる｡後背湿

地は水田だが,汽水湿地はニッパが所々に群がり,

養殖池に変わっている｡ パンカジェネで昼食をす

る｡養殖ボラのブツ切 り網焼 きだ｡ライムの搾 り

汁でチョトに味をつける｡ 久しぶりの味である｡

ラバッカンの沿岸漁村

更に北-走って東から延びた石灰岩の残丘を過

ぎ,ラバッカンで左折し,まっすぐ西-走り,海岸

に突き当たる｡この辺 りは隆起珊瑚礁の上に薄い

貝層と砂,その上に汽水泥が堆積している極めて

新 しい陸化マングローブである｡掘 り上げた土に

はベットリと黄色い膜が浮く｡海岸には僅かにマ

ングローブが立つ｡村はマングローブを伐って珊

瑚の岩を積み,造成した土地に高床家を立てたブ

ギス人集落である｡その一軒に上がりこんで聞く｡

パンカジェネ県ラバッカン郡ブナタバジ村

① 沿岸漁業は,以前は巻網が主体だった｡集魚

灯装備の小舟 2隻が点灯 し,魚を集める｡巻網船

ガ工は長さ 13m程の機動船で10人乗 り組んだ｡

今は5月から10月に行うパガン漁が主である｡定

置パガンでなくて船にパガンを乗せたものである｡

四手綱をウインチで降ろし,水銀ランプ40個を点

灯して魚を集め,四手綱を捲き上げる｡獲物はルレ

とマイロ (どちらもチリメンジヤコの材料)である｡

パガンの建造は4,000万ルピアかかるが,耐用年限

10年で,毎年2,000万ルピアの水揚げがあるので,

設備コストは数年で償却可である｡収益は折半し,

半分はパガンの所有者がとり,半分は漁師で分配

する｡仲買人がウジュンパンダンは勿論,ピンラ

ンやソツペンからも買いに来る｡他にトロールで

ナマコを獲る｡これにはガ工船を使う｡年中収穫

があるのがよい｡天日で干したものをブギス人仲

買が集め,ウジュンパンダンの中国人に売る｡

② エビ用養殖池は少し南のモンチョンポリの潮

が入る湿地帯に広い｡ここはむしろ水田地帯だっ

たが,ここ3年来,水臼の養殖池-の転換が進ん

でいる｡椎エビはパレパレ近 くの醇化業者から買

い,池に入れて4カ月後に収穫する｡

この辺 りの海は遠浅である｡ 海中をゆっくりと

歩いている漁師は三角網ソドを押 している｡バロ

ナン (アオブダイの類)やティタンを捕るという｡

水田を転換した養殖池

国道へ戻って 15km北上すると海岸平野は狭ま

り,右に低い山地が迫る｡海岸平野は養殖池が水

田とモザイク状にある｡所々醇化場からの椎エビ

分配所がある｡ 緑っほい水をたたえた養殖池で話

を聞く｡パル- 36km道標地点である｡

① 30年前までは水田地帯だっが,塩水侵入と排

水不良で低収田だったので養殖池に変えた｡しか

し幹線水路がないので,養殖池としても条件はよ

くない｡潮汐水を海から順次 1枚 1枚引き入れて

いく｡同一の池にボラとエビを飼い,両者の比率

は塩分濃度による｡塩分が高いとボラを増やし,

淡いとエビを増やす｡池の中でエビは底を泳ぎ,

ボラは表面に集まる｡

② エビは5,6月と11,12月の2回収穫,ボラは

11月,12月に1回収穫する｡収穫後,池を干 し,

サボネンで消毒し,乾いたところで肥料を撒 く｡

ヘクタール当たり三リン酸が 800kg,尿素が 100
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kgである｡そして潮汐水を入れる｡

③ エビはSASKO,MIKASE,CAMなどの会社
から集荷人が買いに来る｡ボラは市場へ売る｡

④ エビは成熟すると池の周囲へ寄るので竹柵を

岸から直角に設けてその末端に網を仕掛けて捕る｡

パル辺 りで日が落ちてしまい,パレパレまでの

途中,海上に点々と漁り火が見える｡

4月6日

パレパレ南の漁村地帯と船作り

パレパレの町は14年前と余 り変わっていない｡

昨晩通過 した南の海岸へ戻る｡南スラウェシ西岸

はパルからパレパレまで,山が迫って海岸線は屈

曲し,珊瑚礁多鳥海となって,漁業地帯の景色に

なる｡20km ばか り南下 して,どこシ船を修理中

の浜でとまる｡

パル県マルセタシ郡クパ村

朝早 く漁に出ていたアウトリッガー船がぼつぼ

つと漁をもって帰 り,女や子供が海中でバケツに

魚を移 している｡この辺 りは水田は少ないので,

魚を売って米を買う｡米と魚が主食である｡漁師

の一人に聞く｡

(手 村人はそれぞれ家族か親密な友人仲間だけで

漁に出る｡刺網を張る場所や釣場 も各自独特の知

識で,他人に喋ることはない｡漁はエンジン付き

写真 3 西岸のバルーバレパレ間は珊瑚礁海岸と

なり,大小の漁村が多い｡どこも浜に直

接漁船を着けるひなびた風景である｡
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のアウトリッガーで30分程走った沖で行う｡刺 し

網を 20mの深さに 350m程の長さで張 り,延縄

もよく使うという｡浜近くの海には種々の網が設

置されている｡ バンロンは水深 10m までのオフ

ショアに水面上 10m もの高い櫓を立てて見張 り

台を作 り,そのすぐ前に四手綱に似た三角網を仕

掛け,竹の止め木で網を沈んだ状態に保つ｡魚が

泳ぎ込んで来るのが上から見えると,見張り人は

ロープを引いて止め木を外 し,網は中空に跳ね上

がる仕掛けだ｡

(参 パガン･タナムは固定したパガンで,竹足場

を作 り,上に 10m四方の台を設ける｡夜,台の

下に四手綱を沈め,ランプを点灯 して魚が集まる

とウインチで網を引き上げる｡漁はマイロ,ルレ

(シラス,キビナゴの類)が主で,生のまま,ある

いは乾かしてパレパレの市場-売る｡ 漁師は時に

生のマイロにライムの汁をかけて食う｡

③ 浜で建造中のブラフは70トン,甲板高が 4m,

船長は竜骨部で 18m,甲板が 29m,1本マス トの

スクーナ-船で,ランボという｡クラブ (ハタの

類)の漁に使う｡

丁度,注文主の水産会社から人が来て船大工の

棟梁と何事か相談中である｡サロンを巻いた縮れ

毛の棟梁はブルクンバのビラから出作 りに来てい

る｡その言うところでは船の写真か絵さえあれば

どんな船でも作れる｡棟梁は注文を受けると,材

木と板,木釘,作業日数の必要量を計算 し,労賃

と利益を加えて,値段を注文主に示す｡契約が結

ばれると値段の変更は出来ないので,計算が正確

でないと棟梁が損を負うことになる｡

今,建造中のランボの場合,彼はビラから8人

の人夫を呼び集め,10カ月働いて,船殻は完成 し

た｡船殻は三層から成っている｡最外側は板を合

わせ釘で接合 し,それに肋骨の筋材を打ちつけ,

最内側は肋骨に間を空けて板を張る｡ 竜骨と板は

鉄木の材を使い,肋骨材はチークを使っている｡

あと3カ月で甲板張 りとキャビン作 りが完成する｡

棟梁の提示 した価格は5,000万ルピアである｡但

し,これはエンジンは含まない｡

更に南下すると長い浜にアウトリッガー ･パガン

が並び,浜堤に長い漁師村がある｡ここでとまる｡
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写真4 両アウトリッガーカヌーが翼を広げた形

の移動パガン｡

パル県マル七夕シ郡マラワ分村

アウトリッガー ･パガンは3トン程の小舟の上

に竹で組んだ8m四方程の台を乗せ,左右両端に

アウトリッガーをつけた恰好である｡ラバッカン

のものより少し小振 りである｡この移動パガンに

5人が乗 り組み,浜から1時間半オフショアへ夕

方に出漁し,朝,港に帰る｡漁の方法は先述のも

のと同じで海面下 15m に四手綱を下ろし,集魚

灯を点灯して魚群をとらえ,ウインチで捲き上げ

る｡獲物はルレ,マイロ,ガッポ (フエフキダイ

の類),チャカラン (カツオ),イカが主である｡

ハタは延縄でとる｡漁の終った頃を見計らって仲

買人が海上をパガン-氷を積んできて,獲物を買

い取っていく｡

漁期は東南モンスーン李,つまり乾季である｡

水田が少しあり,西北モンスーン李には水田を耕

作する｡

更に南下してパルの北 22.5km地点でとまり,

造船所を見る｡

パル県ソツペン･リアガ郡シッド村

隆起珊瑚礁で囲まれた小さな湾奥の浜で数隻の

ブラフを建造 している｡ 主人のアブ ドウル ･ラテ

ィフさんに聞く｡

① 元々の仕事はパル郡オランゲから東カリマン

タンのボンタン (石油基地がある)へ,ランポ船

を運航 し,米100トンの外に100人ばかりの乗客を

運ぶことだった｡その内に船の需要が増 してきた

ので,東カリマンタンのウリン (鉄木)を利用 し

た造船業と材木業を手がけ始めた｡ウリンはボン

タンのブギス商人が 15cm角材と20cm幅の板に

既に製材したものを買う｡

② 巻網を操業するガエ船4隻も持つ｡漁場はマ

カッサル海峡で,バニヤラ,カトンボ (共にアジ

の類),チャカランなどで,パレパレの市場で売

る｡ 今,ロンボン (魚礁)を設置した柴漬け漁を

計画している｡100万ルピアの投資が必要だが,悼

間を作ることは考えていない｡

③ ボンタンから運ぶ鉄木は一部を材木商に売 り,

残 りは造船に使う｡造船注文を受けると,ビラか

ら船大工を呼び,彼の家に寝泊まりさせて船を造

らせる｡造船用道具は何処でも同じ簡単なもので,

ドリル,斧,手鋸,ノミと板を挟むジャッキだけ,

船大工は図面も何もなく経験と勘で優美なカーヴ

を見せるブラフを作る｡70トンの船作 りには鉄木

60立方メートルを必要とするo進水時には卵を割

り,シリーを船首に供える｡

④ 外に水田を少しとボラの養殖池も持つ｡ ボラ

よりエビの方が収益は良いが,水車やポンプ,椎

エビ槽用の酸素供給施設など,経費もかかる｡

造船注文を受けた時に,額を取 り決めるのはこ

こも同じである｡前の例でもそうだが,契約書な

ど面倒 くさいものはかわさない｡全て口頭の約束

である｡信頼関係で生きる慣行のおかげで,能率

の悪い事務部門など不要という利点があるOラテ

ィフ氏の会社を日本で経営する場合だと,電話や

ファクシミリでやりとりをし,コンピューターで

事務管理をし,契約書のやりとりを何度も行い,

そのために事務員が何人も必要となり,大量の紙

や資材,電力,それに時間を消費することになろ

う｡実質のみ尊重の姿勢がこうした一切の無駄を

不要にしている｡日本のみならず,先進国の何十

万という会社や役所で行い,発展途上国にも押 し

つけようとしている莫大な簸駄の体系,これは果

たして進歩なのか退歩なのか｡それにこの無駄の

体系はどこの文化なのだろう｡人間を信頼してほ

ならないという性悪説を好むどこかの人間の性向

だけが大きな顔をしているように思える｡

道沿いにあるバス乗客相手の飯屋で昼食をとる｡

大音響で鳴る音楽はアラブ的メロディーである｡

我々の運転手の言うところでは,ブギス人がこの

種のアラブ音楽を好むのだと｡様々な人間と文化

がやってきて混渚している｡ 運転手の経歴を聞く
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と,父親はメナド,母親はゴロンタロの出身で,

奥さんは トラジヤの女性,本人は運転手を始める

迄の6年間,サバで森林伐採を行う日本の会社の

キャンプで働いていた｡人々は動き廻って生きて

いるわけだ｡

椎エビの筋化場

昼食後北上 し,パレパレの南 16km地点で椎エ

ビの貯化場を見る｡

パル県シッド村ムティアラ･サムドゥラ社貯化場

① この醇化場は1987年に開設された｡小さな事

務所のほかには,室内の僻化池 3槽,屋外に椎エ

ビを育てる少し大きな水槽が3槽ばかりある｡設

立段階では台湾人技術者が居たが,今はタカラ-

ルの別の筋化場に移った｡親エビはアチェ周辺の

インド洋産が最も高価で,その他に南スラウェシ

東岸から買う｡親エビのつがいは 32oCに保った

水槽におき,英,莱,ベルギー,日本から輸入す

る飼料を与える｡産卵前に 29oCの水槽に移す｡

産卵後の貯化 した椎エビはこの温度に保ち,プラ

ンクトンで飼養する｡25日の稚エビを酸素を吹き

込んだ水袋へ移して売る｡驚いたことに見えるか

見えないかくらいの椎エビを小さな網で仕分け,

一匹単位で値をつけるOこの小さな貯化場で生産

する椎エビは年間1億匹であるという｡

(参 この会社は稚えび僻化に特化している｡ 同業

会社は数多い｡自前で醇化場,養殖池,処理工場,

冷凍庫を揃えている会社は稀で,スラウェシ･ア

グロ･ウタマがその稀な例に過ぎない｡ハサヌデ

イン大学水産学部出身の技師に礼を言い,パレパ

レに向かう｡

パレパレとその北の漁村地帯

パレパレ港

パレパレ港は貨物船埠頭 と貨客船埠頭に分かれ

ている｡貨物船埠頭では7,000トンクラスの船が3

隻,クレーンで米を積み込んでいる｡サマリンダ

とスラバヤ-向かう｡米はピンランとシドラップ

産だという｡

貨客船は100トン位の木造船が 5隻停泊 してい

る｡ どこシより細長い｡米,バワンメラ,キャベ

ツ,雑貨の外に人間を満載して,サマリンダ,バ

リクパパン-向かう｡週 2回,水曜と土曜に出発
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写真5 パレパレと東カリマンタンを結ぶ連絡船｡

石油基地と木材会社が多い東カリマンタ

ンへたくさんの人が出稼ぎに行く｡

し,材木と人間を乗せて月曜と金曜に帰着する｡

東カリマンタンはボンタンとバリクパパンに石油,

油化ガス基地があり,センガタに炭坑基地がある｡

マングローブを埋め立てて大きな工場がたくさん

立ち並び,景気がよい｡サマリンダの材木景気は

下火になったが,それでも仕事の機会は多い｡稼

ぎを求めて南スラウェシから多 くの人々が動いて

いるのである｡

パレパレの丘の下にあるホテルに泊まる｡14年

前と同じ建物である｡夜,日本-国際電話をする｡

14年前,やはりここで電話をした時は1時間以上

待ったが,今回は直通である｡変化を実感した｡

4月7日

パレパレの魚市場

タンケイサリさんがパレパレの魚市場は見てお

こうと言うので,町の北外れでとまる｡市場入口

で昨日のラティフさんにバッタリ会う｡バケツに

鮮魚を入れて売りに来ているのだ｡市場の細長い

バラックに様々な魚が並んでいる｡入口から見て

いく｡ラヤン,カトンボ (共にアジの類)の煉製,

ボラの1日干し,ガブス (タイワンドジョウ),ラ

ヤン (メアジの類), トンコル (スマ-サバ科),

ルレ (シラス),60cm位の大きなキハダマグロ,

モナ (ツバメウオの類)などの鮮魚,小さなキハ

ダマグロの開き干し, トビウオの丸干し,チャカ

ランの倫切りと開き干し,干しエビ,ハタ,イワ

シの塩干しなど｡

魚市場の裏は岸壁で,漁船からどんどん魚が運

び込まれて来る｡大きなカツオやマグロは尾を括
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り合わせて天秤棒にかけ,二人がかりで運ぶ｡

岸壁と市場の間の広場は干物作 りの竹の台が設

けてあり, トンコルを半日干すとか,マグロの輪

切 りを竹ザルに入れて干すという具合で,乾季は

忙 しい空間である｡岸壁に並ぶ船の中には,朝 5

時にマンダールを出発 して機走してきた軽快な両

アウトリッガー ･カヌーもいる｡

柴漬け漁の一種

パレパレ北の湾,ピンラン道標 23-21kn1

パレパレから北上するとすぐ左手に大きな湾が

広が り,マングローブが岸に点在する｡この湾は

椎エビを捕集する仕掛けが多い｡竹竿とマング

ローブ枝を海中に立ててロープを長く張り渡 し,

草を縛った紐を多数吊るしてある｡草は海面から

少し頭を出す位にする｡エビがその草に卵を生む｡

酵化 した頃を見計らって草をパッと持ち上げ,チ

リトリ型網で椎エビをすくう｡柴漬け漁の変形だ｡

椎エビはすぐ売るか,海水と淡水を混ぜた自分の

池で少し育てて売る｡

対岸を見るとココヤシの繁る半島が長 く南に伸

びている｡そこには近代的醇化場や養殖池が多い

というので行ってみることにする｡

ココヤシ地帯の漁村

先述の湾入を過ぎてスソバへ左折する｡スッパ

は元々スッパ王国の所在地で,ポル トガル人がラ

ジヤと貴族達をキリスト教に改宗させたことで知

られる｡ ピンラン平野の南西端を占め,水田が広

い｡半島西岸-当たって浜堤のココヤシ園を南下

する｡浜から海に伸びたエリが多い｡とまって聞

く｡

ピンラン県スッパ郡ウイリン村

① エリはベラといい竹とタマテ (マメ科の潅木)

で組む｡誘導柵を 100mのばし,先端は二重に貴

を立てる｡形は琵琶湖のエリに実によく似ている｡

組立費用は10万ルピアと安い｡ベラの設置は漁師

なら自由である｡獲物はハタ,カトンボ,バロナ

ン,イカが主となる｡この海岸には定着パガンは

勿論,移動パガンもない｡外海に面して波が荒い

からだという｡

② 漁船はレパ レパという両アウ トリッガーカ

ヌーが圧倒的に多い｡後述するカティンティンと

違って船型は少し野暮ったい｡船体はくりぬきカ

ヌーに舷側板を足した形だ｡専ら延縄で,カトン

ボ, トンコル,チャカラン,エコールクこン (タ

カサゴの類)をとる｡ トビウオ漁は刺網を使う｡

③ 200m沖に出るとナマコが多い｡開いて水洗,

煮沸後,天日で干す｡

④ ブンレという三角網をカティンティンの両舷

に装着して沖合いを海岸に平行に往復 し,稚エビ

をす くう｡三角形の頂点に長い袋網が付け加えて

あり,稚エビはここへ入る｡しかし椎エビ漁は下

火になった｡BOSOWA社の貯化エビが遥かに安

いからだ｡

⑤ ムランタウに出かける地域は東カリマンタン

が多い｡1-2年滞在して伐採会社か漁業会社で

働くQパレパレよりも職が多い｡

写真6 マンダール人の漁村｡軽快,優美な両アウ
トリッガーでマカッサル海峡-出漁する｡

マンダール人の移動的漁村

パレパレ県スッパ郡ウジュン･レロ村

半島南端のウジュン･レロはマンダール人の漁村

だ｡ここを基地にしてあちこちに移住地を持ってい

る｡むき出しの浜堤にヤシの葉柄や竹,あり合わせ

の板などで作った粗末な家が長く続く｡浜辺には1

本マストに三角帆を張るカティンティンが林の如く

並んでいる｡船首と船尾は高く急角度で立ち上が

る｡軽快で優美なダブルアウトリッガーカヌーだ｡

船首と中央部に固定 した腕木が両舷に突き出し,

フロートに斜めに固定した接続用の連結支柱を脱

着 して,フロー トをつけたり,外 したりするo漁

はカティンティンを使用し,エリはない｡魚種は

ウイリン村と殆ど同様である｡村には船大工も100
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人ばかり居て,盛んにカティンティン作 りを行っ

ているが,マムジュで作られたものも盛んに輸入

する｡マムジュではこの優美なデインギの値がわ

ずか30万ルピアだという｡15m長のカッパル (キ

ャビン付きの船を指す)でも300万ルピアという安

さだ｡カティンティンは日本に輸入すればヨット

などより大流行するだろうなと思ってしまう｡

近代的エビ産業

ピンラン県スッパ郡シンド養殖会社

ウジュン･レロから半島を北-戻 り,ウイリン

村を過ぎたところに近代的養殖池が広い｡SINDO

という会社の所有である｡これを見る｡

① 元の水田地帯を全面掘削して池を作 り,6年

前にエビ養殖を始めた｡全面積は30ヘクタール,

1つの池は4,000平方メートル,それぞれに4台の

水車を設け,曝気をする｡椎エビは醇化会社から

買い,平方メートル当たり35匹の割で飼う｡年 2

回収穫で,1回の収穫はヘクタール当たり3トン

である｡エビは輸出会社 SASKOに売る｡

② 危険なヴイールス病インサン･メラ-が前回

の収穫時に出現 した｡その池は今干して厳重に消

毒をしている｡インサン･メラーはランガ地区か

ら拡散している｡

近 くにはBOSOWA社の醇化場,KENCANA社

の醇化場と養殖池もあり,近代的エビ産業の中心

地だ｡

国道-戻ってピンラン-北上する｡平坦な大水

田地帯で,二作目が始まった水田は移植だけでな

く,散播も広い｡ピンランの町の南で左折 し,港

岸へ向かう｡

ラジャとマンダール人漁師

ピンラン県マット･ソムペ郡ランガ村

ランガは元のランガ王国の所在地だ｡海岸平野

の西端,ラグーン東側の浜堤一帯にある村がその

本村である｡ラジヤの末商ナツイール ･マッパ氏

はタンケイサリさんの知人で,今晩はその大きな

高床家に泊めてもらう｡客間の吹き抜けバルコ

ニーから見下ろすと,ラグーンは全て養殖池に変

わっている｡そこに1990年にヴイールス病インサ

ン･メラー (クナンクナンともいう)が発生した｡
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全部で15ヘクタールの養殖池に大被害が発生した｡

水のpHが 4.5と異常な酸性で,それと病気と関

係あるだろうかと問われるのだが,こちらは全 く

知識がない｡

マッパ氏の案内でラグーン西側の浜堤にある漁

村へ行く｡

① 漁村の住民はマジェネから移住 してくるマン

ダール漁民とウジュンパンダン南のタカラ-ルか

らのやはり移住漁民である｡浜堤は伝統的にラン

ガのラジヤの土地なので,これらの移住漁民はい

わば不法居住者である｡ だからマッパ氏に最大限

の敬意を表す｡タンケイサリさんによると昔のラ

ジヤは不法居住者にどんな命令,例えば殺人でも

命令しえたそうである｡

(参 漁民達の生計はブンレ (三角網)で捕集する

椎エビ,定置パガンでとるイカ,レパレパに似た

ソツペというアウトリッガーカヌーによる延縄漁の

獲物のカトンボ,チャカラン,パレアン (マグロの

類)だ｡ソツペで刺網も使う｡漁期は東風李で,西

風李は波が高く,ときどき出漁する程度だ｡浜近く

の海で今しもブンレを押す光景がある｡ここのブン

レは広く開いた腕木を結束するところと,その手前

でカーブした網の間に空間がある｡その空間に頭を

突っ込んで首の背後で腕木を保持して押す｡ナマコ

とサメは多いが,漁をする者はいない｡

③ 漁師達は金がないのでパガンや刺網を持ちた

くても持てない,家は租末なままだと不平は言う

のだが,延縄にかかった獲物をソツペ船に引き寄

せる時の快感は何にも替え難いともいう｡倒れた

ランプでソツペが燃えそうになっても,少し待て

よとうっちゃっておいて,獲物を手繰り寄せる手

をはなせない｡その時は妻も子も,借金も家の破

れも忘れてしまうのだと｡

④ ラジヤ末商のマッパ氏は貧しい漁師を冷たく

見る｡金がないのは怠惰のせいで,働 く気があれ

ば,プンレ押しに精を出せばいい｡1回押せば椎

エビが400匹はとれ,6,000ルピアになる｡養殖池

を数年借 りれば本村の方に家を建てる金はすぐ入

るのだと｡事実そうして不法占拠を脱し,本村に

家を建てて移り住んだ例は多いそうである｡

両者の話は開放空間である海域世界の伝統を生

き生きと伝えている｡ラジヤの王国の盛衰と漁民

の移動は密接に関連していたに違いない｡景気の



現 地 通 信

良いラジヤはたくさんの漁民を受け入れ,漁獲や

交易,時には海賊業と戦闘で勢力を伸ばすO人望

がなく景気も悪いラジヤは活動度を低 く抑えざる

をえない｡要するにラジヤの甲斐性 と漁民の集散

と,習慣村つまり王国本陣は密接に関連 し,その

中で様々なラジヤが盛衰を示したことなのだろう｡

4月8日

ピンラン

エビの仲買人

朝,マッパ氏の家を辞して,ピンランの町-走り,

土鍋で炊いたチ ョト･マカッサルを食う｡ヤギの

脳がたくさん入っていて旨い｡濁流の水位がまだ

高いサッダン川を越え,ペッカバタで枝道を左折

し,河口近いバリア村へ行 く｡バリア村近辺は湿

地帯が広かったが,今は広大な養殖池地帯に変貌

している｡ したがってエビの仲買人が多数活躍 し

ている｡私達はバリア村の 5人の仲買人の一人に

会うことにした｡その男は40歳代半ばのよく肥え

た活動的な人物である｡1971年から今の商売を始

めたという｡河口近くの彼の事務所で話を聞く｡

① バリア村周辺の養殖池はまだ伝統的方法で,

しかし年に3回水揚げをする｡雨季は洪水の危険

が大きく,そうなるとエビは海-逃げる｡エビ生

産は4-5月がピークで,乾季に入ると塩水濃度

が上が り,生産は落ちるという｡それでも毎日1

トンは集荷可能であるという｡

② 冷凍会社はたくさんあり,買値の一番良い会社

をその都度選ぶ｡今まで交渉のあった会社は SA-

SUKO,MIKASE,WAHYU,MARKO,BONEKOM,

BOSOWA,PRIMES,SITOMÅs,CAM,SAV,TAS

である｡ 今年はジャワが洪水害で,これまで経験

のない高値だ｡例えば昨年 MIKASEの買値は kg

当たり24,000ルピアだったが,今年は3万ルピア

だ｡売買 1kgにつき5,000ルピアのマージンが入

ると,肥った腹を揺すって大笑いをした｡

③ ピンラン最大の養殖池所有者は,ハジ ･アン

チ ェ ｡県庁の役人だったが,金を貸し,返金でき

ないと池を取 り上げる方法で,今や500ヘクタール

の池を持つという｡

サッダンHl河口近 くの水路には,レパレパやカ

ティンティンが三角網を装着 して密集している｡

海のエビが入荷されるのを見ると桜色で健康そう｡

写真 7 サッダン)旧可口近 くの漁港はエビ漁に賑
わう｡三角網を装着 したアウトリッガー

はエビの稚魚をすくう｡

一方,池のエビは灰色である｡自然は偉大だが,

人間の強欲にいつまで耐えられるのか｡カモメが

舞い降りて水の中に突っ込み,魚を衝えて飛び去

る姿を見ながら,そう思った｡

マンダール湾

ポレワリの漁村地帯とサメ漁師

国道に戻ってポレワリ-向かう｡カマリを過ぎ

ると再び山が迫 り,細い海岸平野を走る道は次第

に西へ回る｡ポレワリへ 15km付近から海上は珊

瑚礁多島海となり,海岸線は屈曲する｡稚エビと

りの女達が増える｡とまって聞く｡

ポルマス県ポレワリ郡ビヌアン村

浜から海へ椎エビとりの柴漬け台が何列も突き出

している｡但し,ここではバナナの幹を立て,ココ

ヤシの葉を漬けている｡いかにもポレワリらしい｡

① この湾は小さいので,柴漬け列は1家族 5列に

限られている｡定置パガンは相当沖合いまで15基程

見える｡ ルレ,マイロが主な獲物であるという｡

② 湾に2隻のガ工船が停泊している｡ウジュンパ

ンダン近くのサナネ島から毎年来る船で,2-3カ

月この港を基地にこの村の若者を作業員に雇って近

海で巻網漁を行う｡村に税金も払っている｡

③ 緑の三角網で椎エビす くいをしたり,赤貝を

とる中年女や子供を見ていると,ガッシリした漁

師が寄ってきて,家に来いという｡高床家に上が

り込むと,干しナマコとフカヒレを見せる｡ トゥ

リパン･コロというナマコは 5-7mの海底に潜

水 して採集し,白いナマコは トロール綱でとるの

だという｡干しナマコはカビつけ迄終えて MAR-
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KOに売る｡kg当たり2万ルピアである｡

サメ漁は自分でナイロン糸から作った刺網で行

う｡目は 25cm と粗い｡西北風の季節,夜の浜か

ら数時間走ったところで刺網を70ドゥパ (約 130

m)の深さに張る｡少 し深すぎる感 じがするが,

そうだ深 く張るのだと頑張る｡ 1帖の綱は 100m

で,5帖連結する｡数時間後に引き上げると,普

通 5頭のサメがかかっている｡サメの体重は 10

kgから 100kgまで相当変異があるが, 1頭から

4枚揃いのフカヒレ (サヤップ)がとれる｡網を

もっと大規模にすれば,サメはいくらでもとれる

から金を貸せ,銀行は融資に様々な規制をかけて

いて駄目だというのが彼の話の眼目である｡

それはともか く,もう少 し聞くと,引き上げた

サメは網の中で死んでいる｡朝,浜に帰って,フカ

ヒレを切 り,吊るして水を抜き,風と天日で干す｡

1-2週間で乾燥が完了する｡フカヒレはMAR-

KOへ売る｡肉は塩漬けにしたり,焼いてやはり

MARKOへ売る｡

話が終わると長さ60cmの長い尾鰭と細身の背

鰭を見せてくれた｡これは多分サカタザメ科のエ

イのフカヒレ｡話の中で出てきた4枚-揃はシュ

モクザメのことと思われるので, 2種類のフカヒ

レの話が混線 しているかもしれない｡東風李は東

カリマンタンのボンタンやコタバル迄行 くともい

う｡船主ではなくて雇われの乗組貞だが,ノウハ

ウを身につけて独 り立ちしたい気持ちがわいてき

た段階と見た｡

ポレワリの町で浜風が吹き通るホテルに一室を

とり,昼食に行 く｡ 町は眠ったように静かである｡

飯はさすがに海の幸が出る｡魚のおぼろに,イカ

ン･ゴゴスといってキビナゴをほぐし,プリンビ

ン,コショウの粒,サンタンを加えてバナナの葉

に包み焼いた料理,やはり包んで焼いたものにカ

ツオ味の魚の削身に玉葱,サンタン,ライム片を

加えたオタク ･オタク｡生のナマコの薄切 りにゴ

マ粒,プリンビン, ミカンの葉を混ぜてサンタン

をかけたものなど,どれも旨い｡

ポレワリ平野は13年前と殆ど変わらない印象で,

マングローブ地帯の養殖池は相変わらず今造成中

の感 じが強いし,水田地帯はやはりサゴの林があ

ちこちに残っていて,ピンランの水田地帯とは景
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色が全 く違う｡低い丘陵にカカオが増えている位

が変化だ｡何 となくとりとめのない,通過型土地

利用の景色が続 く｡平野を過ぎると再び山が迫り,

道は海岸沿いを行 く｡

マジェネ湾

マンダール人の大漁村

マジェネの町を突っ切 りマジェネ湾の西端の岬

へ行 く.マンダール人の漁村を見ようと,マジェ

ネの町から西へ 3km地点を海岸へ下る｡

マジェネ県バンガイ郡 トトリ村

珊瑚礁の白い浜堤に長く伸びた漁村である｡ハ

イビスカス,デイゴとココヤシの木陰にヤシの葉

で屋根を葺いた低い高床家が並んでいる｡前面は

広潤な湾に透き通った珊瑚海が広がっていて,と

らわれない自由な漁民マンダール人の心を絵にし

た感がある｡

① 浜辺に並ぶアウトリッガーはサンデックとい

い,カティンティンとよく似て立ち上がった船首

と船尾をもち, くり抜きカヌーの上に3枚の板を

積み上げている｡少し違う点は船首の立ち上が り

が前後対称で前進後進どちらも可能な船形をとど

めている｡帽 60cm長さ 10mの細長い優美なダ

ブルアウ トリッガーカヌーである｡甲板が張って

あり,魚を入れる蓋つきピットと人の入れる開放

ピットが切 られている｡三角帆以外 に小 さいデ

ィーゼルエンジンを積む｡

② 東風李が主な漁李でマカッサル海峡-出漁し,

トビウオ漁を行う｡岬を回ってスンダナ迄北上し,

西のマカッサル海峡へ走る｡出漁時は100隻程のサ

ンデックの船団を組み, 1隻には4人が乗 り組む｡

それぞれ 500kgの塩と 100kgの米,20リットル

の水タンクを10個積むOどうしてそれだけ多量の

米と水と塩が要るのかと聞くと,海上で2,3カ月

漁を続け,とれた トビウオを塩漬けにするからで

ある｡ トビウオの卵はすぐ干す｡寝る場所はサン

デックの狭い空間である｡甲板の下-潜 り込んで

イワシのように折 り重なって寝るのだと｡

③ トビウオは刺網でとり,すぐ塩をふって洋上

で干し,蓄える｡塩干ホシウオが 1トンに達する

と,東カリマンタンのボンタンで売 り,一部を持

って帰る｡

出漁中,延縄 も流 し, トンコル,カ トンボ,バ
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ロナンを釣る｡サメがかかることもあるが,サメ

釣 りには専用の大きな針を使う｡延縄で釣 り上げ

た魚が生 きていると生貴に入れておき,海上を

ボー トで来る仲買人に売る｡

チャカランとトンコル釣 りにはラヤンラヤンと

いう凧を使うことがある｡竿の先に 3mの紐で凧

をつけ,海上すれすれに曳く｡そうすると水鳥が

小魚を追っているのだと魚が勘違いをして寄って

きて,凧の下につけたイカ型の擬似針に引っかか

る｡針にはもどりがつけてある｡ その形からこの

疑似針はチュミチュミという｡

(彰 湾内には例のバンロンという跳ね上げ三角網

がたくさん見える｡ 水深 5m位が丁度良い｡これ

は主にトンコルをとる｡バンロン漁の盛期は西風

季つまり雨季である｡マジェネ湾は東南向きなの

で,東風李は波が高 く荒れて不漁となる｡

⑤ 浜近 くでは女や子供達が椎エビやボラの稚魚

とりをやっている｡ バナナの葉を長い紐に結び'っ

けて,時計回りにこれを曳いて歩き,次第に輪を

絞っていき,最後に小さな三角のタモです くう｡

乾季,殊に5月は良い収穫がある｡

(む 村の主食はバナナとココヤシスライスをバナ

ナの葉で包み,蒸 し焼 きしたもの,それに焼 き魚

だった｡ 今は米が増えている｡ 家の周 りに40cm

程の大きな牡蛎殻がたくさん散らばっている｡漁

村では食べるが,売ることはないという｡そうい

えば,透明な浜近 くの海中に黒いウニもたくさん

いる｡あれは食べないのかと尋ねると,食べない

という｡インドネシア語ではブル ･バビつまり豚

の毛で,いかにも蔑視的な感 じがある｡この辺 り

ではマカッサル語でガランダンという｡生ウニは

旨いぞと言ってもバカにした顔をするだけだ｡食

習慣が随分違う｡卵が少ないとか,毒でもあるの

かもしれない｡

4月9日

ポレワリ港と漁村

ポレワリの港は,小さなピアが 1つあ り,岸壁

も短 く,自然の砂浜が長い｡砂浜の浜堤に漁村が

続 く｡高床の下は竹の貴囲いの空間で,どの家も

トビウオの塩干 しを積んでいる｡仲買人のセメン

ト床には山のように塩干 トビウオが積まれている｡

① 店で見るとトビウオの干物が kg当たり800ル

ピア,塩千が600ルピアである｡ トビウオ漁は5月

がピークで,ポレワリ港から200隻程マカッサル海

峡へ出漁 し, 4月から7月の期間は専 らトビウオ

が商いの中心であるという｡ウジュンパンダンへ

も売るが,むしろタナ トラジヤやママサ (ルー県)

の山地-売る分が多い｡

② 漁師の家には細い割竹で作った笠が転がって

いる｡昔の米俵を少し小振 りにしたくらいのサイ

ズである｡両端は車軸状に竹ヒゴを配列 し,中心

へ向かって窪ませる｡竹ヒゴは中心ほど細くし先

端は尖る｡ パッカジヤと言って トビウオの卵 とり

に使うのだと言う｡ 使用時,竹ヒゴが見えないく

らいバナナの葉をヒゴの間に一杯挿し,数個をロー

プで括り合わせて海上に浮かべる｡ トビウオは葉に

産卵に集まる｡草に卵を生みつけたトビウオは海へ

戻るが,両端の入口から暖簾を押し分けるようにし

て笠に入ったトビウオは中で産卵する｡ トビウオの

卵は船上で干す｡日本の寿司屋に出回っているトビ

タマである｡ トビタマの仲買価格は黄金色の一級品

が kg当たり2万ないし3万ルピアで トビウオよ

りはるかに高い｡赤い二級品は少し安い｡

③ 刺網でサメ漁も行う｡主目的はフカヒレで,

ヒユニサメは2種類がある｡ ヒエ ･ロンタルとヒ

エ ･ビアサである｡ヒユ ･ロンタルはフカヒレと

して売れるものが 3枚とれ,ヒエ ･ビアサは4枚

とれる｡ ヒエ ･ロンタルのフカヒレは白くて値が

いい｡1kg当たり3万ルピア前後で売れる｡刺網

を使 うことや, 3枚の鰭が使えるといった点から

するとヒエ ･ロンタルはサカタザメ科のエイのこ

とを言っているのだろう｡サメ漁は6月から8月

がピークになる｡サメの肉は塩漬けでもって帰る

が浜の人間は食べない｡タナ ･トラジャや,ジャ

ワ人入植者-売る｡

④ 漁船はソッペという両アウトリッガーカヌー

で,くり抜きカヌーの上に舷側板を張ることは今迄

のものと同様だ｡フロートの支柱が船首と船尾から

横に張り出してあり,連絡支柱が水平支柱に固定さ

れている｡その下端部でフロー トを脱着する｡ソン

デノクより少し短く,ややずんぐりしている｡船首

と船尾は優美なカーブで立ち上がるが,カティンテ

ィンより反り上がりは低い｡マンダール人の船大工

が多数住みついてソツペ作りに従事する｡
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パル県オランゲの造船基地

ポレワリからウジュンパンダンヘ帰る途中,パ

ル県のオランゲに寄る｡木材輸送と造船経営のラ

ティフ氏がカリマンタンの鉄木はオランゲが陸揚

げの中心になってきたと言っていたのを思い出し

たからである｡

パル県オランゲ郡ウジュン村

国道から西は隆起珊瑚礁の丘をゴトゴトと行 く｡

右の湾は干潮でタイダルフラットが露出し,支柱

で支えたスクーナ-が10隻以上,コロの上に立っ

ている｡そこを通 り過ぎてウジュンの村に着 くと,

小さな埠頭で丁度鉄木を陸揚げしているが,忙 し

くて相手にしてくれない｡僅かに知 り得たことは,

オランゲ地区に鉄木輸入業者が10人居ること,南

カリマンタンのコタバルから輸入することだけであ

った｡先ほどのタイダルフラットに戻る｡昼の最中

だが3人の船大工が働いていて,少し聞き得た｡

(∋ 建造中と修理中と合わせて12隻のブラフが入

っている｡1本マス トのブラフはランボ,ここでは

ナデと言い,2本マス トをどこシ｡どちらもェンジ

ンをつけるとカッパルと呼び慣わしている｡竜骨に

はチークがよい｡柔軟で,珊瑚に当たっても裂けな

い｡鉄木は当たると裂ける｡船殻はチークでも鉄木

でもよい｡昔はチークが主要な船材だったが,チー

クがなくなったので鉄木が置き替わっている｡

② これらのブラフは全て材木運搬船で,南カリ

マンタンのプラウラウト北端のコタバル-直行 し,

鉄木を積んで帰る｡東風李には3日でコタバル迄

着 くが,帰路はタッキングを繰 り返すので半月か

かる｡西風李にはその反対になる｡鉄木の用途は

船材 と建材である｡この村では木材輸送に60隻の

ブラフが従事 している｡乗組員は家族と隣人で 6

人程のチームを組む｡ブラフの耐久性は手入れ如

何で,今修理中の船は1959年進水だから35年使っ

ているという｡縫合船はあるかと聞 くと,そんな

ものは知らない,小さなサンパンでも合わせ釘で

舷側板を組み合わせるとのことだった｡

ウジュンパンダンへの帰途,ダンケイサリさん

と話す｡ブラフ造船はビラの造船技術を中心にし

た大きな人間集団の纏まりがある｡マカッサル海

峡での漁 もマンダール人の場合は村全体が船団を

組むという大きな纏まりがある｡ しかし,他の地
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域はブラフの運航,パガンやバンロン網,刺網や

延縄の操業など,ごく小さな範囲で共同するだけ

で,むしろ一人一人独立に仕事をする傾向が強い｡

どうしてなのかという疑問である｡答を期待 して

いるわけではなくて, 1週間ばかり見たことの整

理である｡元々マンダール人の漁師集団とビラの

航海造船集団が占拠 していた地域に農民が割 り込

んできて,いい加減な漁師が出現 したと想像 して

いるわけだ｡あるいは,ラジヤの小さな圏域がた

くさんあった頃から,それぞれに違うニッチェを

探 し出して他のラジヤと別のことで勢力を作る為

に,今 と同様の構造だったのかもしれない｡今は

エビ養殖が整流作用を発揮 しつつあるが,椎エビ

の確保や池の装置も伝統的なものから近代的なも

のまで様々な方法が共存 している｡そのうち1つ

の形に纏められるのか,ずっと共存状態が続 くの

か｡伝統的方法も近代的方法もそれぞれに得失が

あって,どちらがいいとは決められないと思 うの

だが,今の流れは,近代的方法が幅を利かせてい

る｡かつての由緒正 しいマンダール人漁村は貧困

村に認定 して,これではダメなのだと決めつける

方が通 りがいい｡ しかし,それは両刃の剣だ｡延

縄にかかった大魚を引き寄せる時にはカミさんも

子供 も貧 しい家のことも忘れるわというハイスピ

リッツを消 してしまうことになる｡生活水準を少

しばかり引き上げるために,ロウスピリッツ化を

進めることになる｡ともあれ,一色に染めようと

するのは問題だ｡

4月11日

今日はハサヌデイン大学人類学科の若い講師ハ

ムカ君がタカラ-ル-案内してくれる｡途中,ウ

ジュンパンダン南端の魚市場へ寄る｡仲買人以外

にたくさんの市民も魚買いにここへ来る｡盛況だ

が実に汚い｡土床に魚寵から魚と水が落ちて踏ま

れ,グチャグチャの臭い泥になっている｡長靴で

ないと近づけない｡台に鮮魚が並んでいるが,に

おいに汚染されて腐っているのじゃないかと思っ

てしまう｡早々に退散する｡

タカラールの近代的薫殖池など

タカラ-ル郡タカラ-ル村

タカラ-ルで西-右折し,ワル並木を少し行 くと,
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タカラ-ル港である｡カッパルとアウ トリッガー

カヌーが数隻停泊 している｡以前は水田地帯末端

に養殖池があったが,今はマングローブに養殖池

が広大である｡南スラウェシ南西部は乾燥が強 く,

干満 も弱いので,池も水不足のために伝統的養殖

池は年 1回の収穫に甘んじていた｡そこへ会社が

割 り込んできて,ニッパマングローブ地帯をどん

どん開き土堰堤を立てて池を作っている｡ポンプ

で海水を入れ,井戸で揚げた水 とまぜて,年 2回

の養殖 も行 う近代的方式の池が増えている｡

① そうした池の 1つを訪れると曝気のための水

車を輸入 し,ジャワの大学の水産学士がその設置

を指導 している｡学士に聞 くと7月と11月の 2回

収穫の計画だそうである｡伝統的方法ではヘクター

ル当たりエビ100kgの生産が近代的方法では5な

い し10トンに増える筈だと大変な強気である｡ 真

新 しい作業小屋の近 くにネズ ミトリの如 き金網カ

ゴがある｡尋ねると,エ ビ捕集時にこのカゴに電

気を流 しながら押 して歩いて,電気ショックで仮

死状態にするのだという｡近代的池に今グレー ド

アップ中なのである｡これ迄はセ ミ近代化池で操

業 してお り, 1回の収穫がヘクタール当たり2ト

ンくらいであった｡しかしインサン･ヒタム病が出

現すると全滅,インサン･メラーの場合は4分の1

に落ちた｡そうした病気を近代化で乗 り切ろうとい

うことである｡今,池を干 して石灰を撒いている｡

撒 く前の水の pHは 3.5から5.5だったというか

ら,相当硫酸が土から出ていることが判る｡

② タイダルフラットの浅海では漁村の住民がア

ガールアガールを養殖 している｡これはオゴノリ

である｡浅い海に竹を立ててロープを張 り渡 し,

それから紐を垂 らして 15cm程のアガールアガー

ルを縛ってお く｡ 満潮時 には水面下 1.5m くら

い,干潮時には水面上に出る｡こうして 3, 4週

間すると,長さが 2倍,重量で 6倍になる｡収穫

時にまた ｢タネ｣株を植え付けて,年中養殖が可

能だという｡天 日に干 したアガールアガールが kg

当たり600ルピアに売れるそうで,南海の豊かさに

頼った気楽な栽培だ｡14年前は浜堤の上の緑濃い

漁師村と,干上がった水田だけが印象的だったが

今や随分変わってしまった｡

華人網元と トビタマ漁

国道-戻 り北上 してガレッソンへ向かう｡川跡

の低地と低い段丘が交互に現れる｡段丘の水田は

高い畦をめぐらして水をため込む形で,既に刈 り

跡のみ｡低地の水田は今実っている｡ グマテイ川

を渡って左折 し,海岸に向かう｡何回か旧浜堤の

集落 と堤間低地の水田を越えて海岸に出る｡ ガレ

ソソンの大きな集落が浜堤に続 く｡

ガレッソン ･スラタン村 ドゥスン (辛)バヨワ

砂浜にキャビンつきの機帆船が何百と並び,演

李を控えて修理作業中である｡この船は トビウオ

漁に使 うバ トラニ船だ｡家は立派な高床が多い｡

写真 8 トビウオ漁のバ トラニ船｡華人網元の持

船が多い｡タカラ-ルのガレッソン海岸｡

① ここの多くの漁師はウジュンパ ンダンの華人

ソンリ ･バワとプンガワ ･サウイ (親分子分関係)

にあり, トビクマ漁に特化 している｡ソンリは100

隻のバ トラニ船を持ち, 1隻に5人を乗 り組ませ

る｡ 5人のうち一人はジュラガン (漁拷長)だ｡

漁具はポレワリで見たと同じパッカジャ笠である｡

バ トラニ船は15個のパ ッカジャと,米 200kg,千

負,塩 1トンを積んでマカッサル海峡へ出漁する｡

追い風では 1日で漁場に着 く｡笠の竹 ヒゴの間に

ココヤシの葉を大量に挿 し,パッカジヤ5個をロー

プで繋 ぎ,錘 りをつけて 2mから2.5m沈める｡

採集 した トビタマは乾燥 して貯蔵 し,海上で 1カ

月,漁を続ける｡漁李は4月から9月がピークで,

その間に4回出漁する｡ ガレッソン全体ではこう

したバ トラニ船が2,000隻操業 しているという｡

② バ トラニ船の経費は油,パ ッカジヤ,乗組員
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出漁中の米,砂糖,塩,タバコなど全てを船主の

ソンリが持つ｡経費を粗収入から差 し引いた利益

はまず折半する｡半分はソンリが取 り,他の半分

は更に折半 し,漁拶長がその半分つまり利益の4

分の1をとり,他の半分は4人の漁夫に分ける｡

漁夫の取 り分は16分の1になる｡

一人の漁拶長の推定によると,華人ソンリの持

船の水揚げ量は-漁李に200トンに達するだろうと

いう｡1隻が 1回の出漁で 500kg水揚げすること

になり,少し過大見積 もりの感 じもある｡ トビタ

マの浜価格は kg当たり25,000ないし45,000ルピ

アで変動するが,先ほどの漁獲量を前提に計算す

るとソンリの収益は数十億ルピアに上がり,漁拷

長で年間500万,ヒラで100万ルピアを越えると見

積もれる｡共存共栄であり,家の手入れを少 しず

つでも進められるのは トビタマのお陰であるとい

う｡乗組月は トビウオ漁李の始めに, トビウオの

霊をなだめる儀式を行うという｡ニワトリを供犠

し,バ トラニ船にその血を注ぎ,餅米,菓子,バ

ナナ型氷菓子を供えて,海上の安全と豊漁を祈る

のである｡

③ 独立漁夫も勿論居る｡彼等は トビウオを刺網

でとる外,サメ,カカップ (アカメの類),スヌー

(ハタの類)を延縄で釣り,またパッカジヤで トビ

タマも集める｡彼等の船はキャビンのないバ トラ

ニ船も多く,ソンリの持ち船に比べると居住性は

悪いが,やはり1回出漁すると10日から1カ月に

及ぶ｡他に跳ね上げ三角網バンロンもある｡

(彰 水平線上に珊瑚礁の島プラウ･サタ-が見え

る｡そこの住民はメガネと足ヒレをつけて素潜 り

でナマコをとる｡

要するにここの漁民の多くは華人ラジヤの水産

会社の社員である｡華人ラジヤの先には香港,日

本の巨大なトビタマ需要があるわけだ｡

ⅠⅠⅠ 南スラウェシ南岸とスラヤール

4月12日

南スラウェシ南岸

チコアンのアラブ人渡来伝承

今日からハムカ君の同僚アンサール君が加わり,

3人となる｡南岸からスラヤール,東岸をまわり,

更に東南スラウェシまでいく予定である｡タカラ-
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ルを過ぎて数kmで右折 し,珊瑚礁のガタゴト道

を海岸へ向かい,アンサール君の生まれたチコア

ン村に寄る｡5km ばかり進んで左 (東)にチコア

ン川の河口が出る｡珊瑚の丘から下 りた辺 りに村

がある｡ここは14年前にやはり来た覚えがある｡

アンサール君の説明によると,チコアンはモハマ

ッドの誕生日を祝うお祭 りが有名で,その日は南

スラウェシ各地からたくさんの人が集まる｡その

祭は1639年にハ ドラマウトから来たウラマ一,サ

イ- ド･ジェラルデインに由来する｡彼の奥さん

はゴワの女で,アチェで結婚した｡その後彼はチ

コアン川の河口に船で着いた後,ゴワの王に会お

うとしたが,アラブのウラマ-とは見てもらえず

粗末な待遇を受けたので,怒ってここ-戻 り,南

岸一帯の指導者になった｡ブトン島のスルタン･

カイムッデインからどこシをもらい,どこシの造

船所を作ったのだという｡ジェラルデインの子孫

はその因縁で,ブ トン島の王家や貴族の娘と結婚

してきた｡造船業は今はビラへ移ったが,全イン

ドネシアに拡散したどこシ作 りの元祖はここだと

いうわけである｡しかし,河口近 くに定置パガン

が数基とバンロン網が 1基仕掛けてあるくらいで,

さびれた今の姿から,かつての栄光を忍ぶことは

難しい｡

延縄漁専門の漁村

国道へ戻って東へ走ると20km弱でアルの塩田

地帯である｡今は雨季の終わりで,雨水の溜まっ

た塩田は未だ休業中だ｡塩倉に人影はない｡少し

登ると火山扇状地の台地で,そこはパルミラヤシ

とアカシアの点在する畑である｡下るとまた塩田

である｡そういう繰 り返しが続 く｡浜に近づいて

も漁船は少ない｡漁より畑が盛んな印象を受ける｡

畑はキマメとキャッサバが目立つ｡また浜へ下る｡

ハマボウの木陰にカヌーがあり,荒れた海が見え

る｡ここでとまる｡

ジェネポントの西 20km地点,パビリンガ村,辛

タウロサンペ

浜のカヌーはレパレパという｡船首は短い立ち

上がりがある｡カヌーの長さは 4-5m くらい,

それより長いフロー トが両側につく｡連結支柱の

下端でフロー トの脱着をやる｡両舷から張 り出し

た支柱の上に竹を並べて作業空間を作っている｡



現 地 通 信

優美さはないが,安定性を高めることが優先され

ている｡昼寝をしていた男に聞く｡

レパレパは二人で乗 り,ラウェ (延縄)で釣る｡

別に10人から15人ほど乗 り組む機帆船パレンゲが

あり,これも延縄だ｡小エビや小魚を針につけて

延縄 を流す｡スヌー (ハタ),カカップ ･メラー

(アカメの類),カトンボ,スブラ (ヒラメ),チャ

カラン (カツオ),テイヌンブ,バニヤラ,ラヤン

(いずれもアジの類),ベテベテなどを釣る｡ ヒ

ユ ･ロンタルも釣る｡ 夜 に集魚灯 を使ってソ ド

(三角形の掬い網)で椎エビ,ボラの稚魚を掬いと

る｡日中はレレ (バナナの葉をつるした台)でボ

ラの稚魚をとる｡

トビウオ漁の漁村

ジェネポントを過ぎる｡散播田の広い火山台地

が続 く｡台地を下 りると,黒っぽい砂浜になり,

男達が仕事をしている｡とまって見る｡

バンタエン県ピサップ郡ボントスング村字タンガ

タンガ

① 浜に座った男達は トビウオ漁の刺網を編んで

いる｡刺網 (ランラという)は 1km と長い｡ス

ラヤール島近 くの漁場で4月から8月の乾季にこ

れを風 と平行方向に引く｡ トビタマはとらない｡

船はジョロロといい,帽 2.5m,長さ 10mの幅広

構造船でアウトリッガーではない｡船首と船尾に

尖った板を斜めに立てる｡ 舷側に網を引き上げる

竿台があり,立って作業をするので,広い船幅が

要る｡ 5人乗組でそのうち一人はジュラガン (漁

拷長)である｡夜出漁し,一晩で 500kgとれれば

大漁,朝,帰港 して塩をして売る｡ 船はタナ ･ベ

ルから買う｡ 1隻250万ルピアで10年は使えるとい

うから立派なものだ｡

② 稚魚 とりもやるが,子供達が赤や青の三角網

で掬ったり,バナナの葉を漬ける長い柵が数列海

に突き出している程度である｡

古い王国バンタエンの漁村

東-走る｡ ロンポバ ッタン火山が近 くなる｡ 山

麓の町バンタエンはナガラクルタガマにも名前の

出る古い町だ｡町中-入ると華人の店が多いが静

かなものだ｡バンタエンを越えるとゆるい火山扇

状地の裾を海が洗う形である｡浜近 くで三角網を

押す男たちや,ジョロロ舟が点々と海上に見える｡

静かな漁村地帯だ｡とまって見る｡

バンタエン県 トンボブル郡バロンルー村字ウジュ

ンカティンティン133km道標地点

浜に並ぶずんぐりしたアウトリッガーカヌーは

ビセヤンという｡5mの支柱が船首から斜凍)後方

へ伸びた長さ 10m の前方ブームを支え,大 きな

三角帆を張っている｡東風李にこれで 1時間走 り,

イカンパ トウ (スヌーのこと),バニヤラ,チャカ

ラン,イカンメラー (フエダイの類),イカなどを

刺網でとる｡また曳き網でマイロやルレなどのジ

ヤコをとる｡ 4月から7月の間はビセヤ船にブン

レ (三角網)を装着 してウダン･ムティアラ (エ

ど)やボラの稚魚を掬う｡ ブンレは底を夜えるの

で腕木先端にソリがつけてある｡仲買は必ず しも

華人ではなく,バンタエンヤブルクンバのブギス

も多いとのこと｡

南岸はマングローブが殆どないので,養殖池は河

口部にわずかに見る程度で,西岸と大分様子が違

う｡伝統的漁法で操業する独立漁師の地帯である｡

少 し東へ走るとブルクンバの町である｡ ロンポ

バッタン火山の扇状地の東南隅にある町で,だだ

っ広いがやはり静かである｡ 中華料理屋へ晩飯を

食いに行 く｡ウェイトレスはチ-パオ風の ドレス

を着ている｡

4月13日

ブルクンバの漁港

ブルクンバ港は町の西南角にある｡長く突き出

た砂州に小さなエスチュアリーが抱かれていると

ころが港である｡ 干潮で川底の青黒い泥が川幅の

3分の 1ばかり露出し,泥に坐る格好でランボ船

とビセヤ船が数十隻停泊している｡ 岸壁にたむろ

する漁師たちに聞く｡

① ランボは数人のパ トロンの持ち船で, 1隻に

漁師が 5人乗 り組む｡特定のパ トロンと親分子分

関係にある漁師が多い｡殆どが刺綱を使い,刺 網

は目の大きさによって呼び名はいろいろである｡6

cmの粗い目の網はランラ,4cmのものはプカッ

ト,2.5cmのものがプカット･ハリマウあるいは

レンゲという｡漁が少ないと巻網にしても使う｡

獲物は トンコル,チャカラン, トウンギリ (サワ

ラの類),ラヤン (ムロアジの類),バニヤラ (ア
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ジの類), トビウオなどである｡スラヤールや東南

スラウェシへ氷をもって出漁し,魚は氷詰めにし

て持って帰 り,鮮魚を売る｡ボネやジュネボント

の仲買人が買っていく｡

② 独立漁師はジョロロやパジヤラといった小さ

な船で トビウオ漁を行うものが多い｡

③ ここから東のマングローブ地帯は養殖池が多

く,元漁師でそちらに転向するものはペタ二 ･エ

ンパン (養殖池農民の意)と呼ぶという｡漁師達

はいささか蔑視的な調子を込める｡

タナ ･レモのブラフ造船

東へ向かう｡ 途中,タナ ･レモからメッカ詣 り

に行 く人たちが車を連ねて来るのに会う｡50台ば

かりの長い行列だ｡やがてマングローブに掘った

養殖池地帯になる｡14年前は池だけだったが,今

は水草で曝気をする池が多い｡水田も広 く,浜堤

のココヤシの下に続 く半農半漁村は豊かそうな感

じである｡

写真9 タナ ･レモの造船村｡全インドネシアの

海域で活躍するブラフと船大工の中心｡

ブルクンバ県ボントバハリ郡タナ ･レモ村

タナ ･レモに着 く｡ここは南スラウェシのどニ

シ造船の中心である｡といっても木造船だからド

ックは不要で,緩 く傾斜 した浜辺にコロを敷き,

船殻をたくさんの支柱で支えて,経験 と勘だけで

造るのである｡

(彰 この相は伝統ブラフ産業組合 (KOPINKRA)

が注文を受ける｡組合長のウスマン氏に会って聞

く｡組合は造船場をもつ棟梁 (クパラ･トウカン)

が十数人,熟練した船大工134人が登録している｡
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船大工が実際の造船作業を指揮し,その指図で板を

切ったり曲げたり,カンナをかけたり, ドリルで孔

をあけたり,板を張ったり,ペンキを塗ったりする

手伝いが多数働いている｡手伝いは組合に登録して

いない｡1造船場は年間ランボやどこシ10隻の造船

能力を持っている｡船大工は血統が大事で,血統が

悪いと良いブラフは造れないという｡絵か写真さえ

あれば500トンの木造船まで造れるそうである｡

② 材木はキール用のサリン (鉄木)がコラカ

(東南スラウェシ西岸)から,船殻材のピッティが

マルクとスラヤールから,キャビン用のサップは

カリマンタンから買う｡材の値段は立方メー トル

当たりサリンが25万から30万ルピア,ピッティが

30万から40万ルピアである｡サップは安い｡船殻

はサリンを使うと船が重 くなるので,軽 くて強い

ピッティを使う｡

③ 貨物船と漁船がこれまでの主な注文だったが,

最近著しく増えているのは生葦を備えた生魚運搬

船である｡ハタを生貴でウジュンパンダンへ運び,

そこから更に香港,スラバヤ,ジャカルタ-運ぶ

のである｡

浜へ出て造船場を見る｡

④ 際だって大きい木造船が完成に近い｡キール

の長さが 17m,甲板部が 21m,甲板までの高さ

3.5m,幅が 7.5mの大船である｡これは250トン

の貨物船でウジュンパンダンの華人の注文である｡

スラバヤ航路で日用雑貨を運ぶそうである｡因み

に船体は7,000万ルピア,それに積む54馬力のエン

ジンが2,000万ルピアだという｡

(彰 別の造船場ではウジュンパンダンの華人の注

文でハタの生葦運搬船 3隻を建造中である｡船倉

は6室に板で仕切られている｡各室は 1.8mX1.5

m のサイズで3室ずつ 2列に並ぶ｡同様の注文を

今10隻分受けているそうだ｡この3隻はウジュン

パンダンのパオテレ港-運んで引き渡す｡以前に

BONEKOMのフジオカの注文で香港-の生貴船を

造ったこともあるという｡

(む 日本では進水式があることを思い出して尋ねる

と,やるという｡組合長のウスマン氏が手配をして

船の神主がお硬いをする｡オンデ (飯と砂糖とココ

ナツミルクで作る餅),バナナ,級,ココヤシ油を

供え,安息香を焚いて航海安全を祈るのだと｡

この造船組合は以前カナダの万博にどこシを出
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展 したことがある0 7枚帆の堂々たるどこシで,

その形を示す図をもらった｡実に多数の部分を組

み上げることがわかる｡これに12人乗 り込んで,

1カ月でカナダに着いたそうである｡これだけの

立派な船を前にもふれた全 く簡単な道具で,設計

図なしに作る力量は見上げたものだ｡船殻の見事

なカーブも板を火であぶって曲げるだけの操作で,

狂いなく作るのである｡

スラヤール島

華人の生魚運搬

草原の上を岬突端のビラ-いく｡ ここで鉄船の

フェリーに乗り込み,半島の東岸をスラヤール島

へ渡る｡すぐ,西に小島リュ-カンルを遠 くに見,

スラヤールに接近するとパシタネテの小島をかす

める｡草の中にココヤシがパラパラと立つ人口の

少ない島である｡風はないが 3m のうねりがあ

る｡25分でスラヤール島北東のパマタタに着き,

ここから西岸へ出て南下する｡西岸の海は鏡のよ

うに静かである｡珊瑚の白い砂浜,鏡の海に映え

る夕焼け,美しい景色に見とれる｡住民はココヤ

シ園地の下に低い高床家をポッリポッリと建てる｡

所々にエリが浜から突き出る｡ペンテンについて

町中のホテルベルリアンに入る｡ヨーロッパ人観

光客が5人ばかり居る｡そのガイドと暫 く話す｡

彼はアリフィンといい,高校の先生だが,ガイド

もや り,香港の生貴運搬船の手伝いもやっている

というのでその話を聞く｡

① 香港の華人がスラヤールの漁民にエンジン付き

のレパレパ船とテグス,釣針などを貸与し,ハタを

とらせるo漁師はランコイ,スヌー,クラブ (いず

れもハタの類)3種を漁る｡これらの魚はサイズに

よって 2kg以下,2-5kg,5kg以上の 3等級に

分けられ,2kg以下のクラスが最も値がよい ｡ 香

港でハタの自蒸 しは尾頭付 きのままが好まれ,2

kg以下のクラスの需要が最も高いからだそうであ

るo漁師は月に15から20匹のハタを納めると数年

で貸与された船やテグスを自分のものにできる｡

② ハタは珊瑚礁の深い岩穴に居る｡それをつ り

上げると浮き袋が膨らんで窒息 し,そのままだと

死ぬ｡香港の華人はハタを生かす方法を漁師に教

えた｡胸鰭を持ち上げ,付け根から後ろへ鱗を数

え, 2枚目と3枚目の間-千枚通 しを斜めに差 し

こんで浮き袋を破る｡そうして生葦にいれると死

なない｡魚が相当量まとまると香港の華人が生貴

船で集めに来る｡その船の生黄は数室あり, 1室

は海水が自由に入る｡そこから他の生賛-海水を

循環する｡来航回数は年に4回程で, 1回に約 5

トンのハタを香港-運ぶ｡途中4分の 1位は死ぬ

と聞いているという｡

③ 生魚の輸出はやはり税関を通過する必要があ

り,他に水産局,シヤーバンダール,県庁の税務

局へ書類をいろいろ提出せねばならない｡その業

務をアリフィン氏は手伝っている｡

華人が次に来るのはいつか尋ねると明日だとい

う｡是非会わせてほしいと頼むと,聞いてみよう

と言ってアリフィン氏は去った｡

面白い話である｡古 くから干しナマコや干した

フカヒレを華人が集めるのは良く知られたことだ

が,今や生魚を集めるとは｡華人のネットワーク

が広 く深 く張 り巡らされていることは私もトロブ

リアン島で干しナマコ作りの華人に会って知って

いたつもりである｡クアラルンプールに住むこの

華人が香港へ干しナマコを輸出していることを聞

いてその実力に驚いたが,今回は生魚である｡ガ

レッソンの トビタマを集める華人,タナ ･レモの

造船業にとって大口の発注を出す華人達のことを

知るにつれて,インドネシア在住華人の強さは充

分に感じていたわけだが,生魚を香港へ運ぶネッ

トワークが働いているとなると,この海域はまる

で香港の生貴と変わらない｡日本の水産会杜の存

在様式と違って,現地社会の組織の様々な層に入

り込み,その末端まで実質的起動エネルギーを握

っているわけだ｡香港のアバデインに入る魚は香

港周辺の海からだと思いこんでいるとたい-んな

錯覚をおこしそうである｡驚きである｡漁業に止

まらず,銀行,自動車,肥料,機械産業などでも

似たようなことになっているし,また事はインド

ネシアに止まらず,東南アジア全体も同じ状況だ

ということを思い起こすと,東南アジアと華南の

2つの経済圏の関係はワヤンの人形とダーランの

関係になるのか,それとも一体なのか｡経済圏と

いったが,歴史性をもった文化圏と考えることも

できる｡共通の文化要素を挙げていけば,一冊の

本になるだろう｡要するに南シナ海に中心をおい

た共通の文化圏があると考えるのか,それとも別
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個の文化圏の重なり現象と考えるのか,地域研究

の基本的な問題で考えが整理できていないことを

思い知らされる｡

4月14日

ドンソンドラム

朝,アリフィン氏が来るO スラヤ-ルの有名な

ドンソン銅鼓の場所-案内をしようという｡ペン

テンの町の南部,ボントバングンに元のブタバン

グン王国の末商が住んでいる家があり,その北側

に小さな堂を立てて保管している｡巨大な銅鼓で

ある｡天板の直径は 1.2m,その下の弓なりに膨

らんだ部分と下端部は直径 1.4m,高さが 1.3m

程の大きさがあり,天板と側面に ドンソン文様が

びっしりと刻まれている｡更に親象と子象,ヤシ

らしき木の下に立つ大きな鳥が長い塀を葉の中へ

さし込んでいる図など,他の鋼鼓に見られないユ

ニークな文様がある｡鋼鼓を見たあと,東へ数km

のパパロヒア集落に住むブタバングン王国最後の

ラジヤの曾孫に会う｡

① この銅鼓は1868年にパパロヒア地区で偶然に

発掘された｡ココヤシの植え穴を掘っていた農夫

が発見した｡当時パパロヒアの集落は珊瑚礁丘陵

の平坦尾根にあった｡王都も上にあり,鋼鼓は丘

上で発見された｡今世紀初めに集落は丘裾の谷に

ある今の位置へ移った｡伝承によると,マルク王

国が17世紀にブタバングン王国を攻撃した時に,

銅鼓はパパロヒアに埋めて隠された｡それが発見

されたのだという｡鋼鼓の用途は何だったのだろ

う｡ 曾孫氏は収穫儀礼と雨乞いの際の儀器だった

と答える｡

(参 鋼鼓を入手する富の基盤は何なのか,丁字じ

ゃなかろうかと曾孫は推定する｡18世紀頃までは

丁字の木が多かったが,19世紀にオランダが来て

丁字の木を伐採してしまったのだという｡

この伝承は面白い｡確かに島の畑にはトウモロ

コシ,サツマイモ,キャッサバ,少々のオカボが

ある程度だから,それではマルクと対抗する程の

王国は出来そうにもない｡丁字が多かったという

伝承は意味がある｡

サゴの茂る谷から西へ戻 り,ペンテンの港へ行

く｡アリフィン氏は今から生魚輸出業務があると

姿を消す｡
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ペンテンの港

(丑 浜通 りから50m程突き出た突堤に機帆船が

1隻とレパレパ船が数隻いる｡機帆船は30トンく

らいの貨客船で,南のボネラテからスラヤール,

ウジュンパンダンの間を1カ月かけて一周する｡

船倉にセメントや,布 ･衣類,飲物等の雑貨を積

み込んでいる｡甲板にテントを張り,ボネラテ行

きの数人の客が所在なげに座っている｡出航する

と12時間でボネラテ-着 くのだが,いつ出発する

か判らんと呑気である｡

(参 レパレパ船は大きな水槽を積んでいる｡船上

の漁師によると自分の船ではなく,持ち主はジャ

カルタの住人で,ここに8隻のレパレパ船を持つ｡

漁師は西に見えるパシ島の珊瑚礁に潜 り,穴に麻

酔ガンを撃って,ハタを手掴みするという｡そし

てアリフィン氏が言っていた千枚通 しを見せてく

れる｡これで浮袋を破 り,パシ島の東岸カフカフ

沖にある生貴に売 りに行 くという｡ 要するに香港

華人の生貴は他の親分子分関係の獲物も集めてい

るのだ｡

ハタの生賛

生賛-行 くことにする｡ペンテンから8km程

南下して海岸-向かう｡すぐパッシマスング村で

ある｡この村は海岸の海面に珊瑚の石を積んだ人

工の土地に300戸ばかりの家が碁盤目に並んだ漁村

である｡バジヤウ式の村作 りだ｡拡張する時は海

中から珊瑚を集めて造成地を伸ばせばよい｡造成

地は海面から30cmばかり高い｡高床家の下も竹

貴の子や板で囲って二階家に見える｡300戸の住民

はブギスや,スマ トラの人,スラヤールの人,少数

の華人などが混住する｡岸に移動パガンとレパレパ

樵,サンパンがもやってある｡ここでレパレパ船を

雇ってパシ島カフカフ沖合いの生賛-行 く｡

3m四方の袋網を16個並べ,浮きをつけた生貴

が海上に作られている｡周 りに3隻のレパレパ船

がもやい,10人ほどたむろしている｡｢今日は,日

本人だけど,生貴を見せてもらいに来た｣と雑談

を始める｡漁法はと聞くと今は釣 りと巣穴に笠を

置く方法だという｡以前はと聞くと,周りの若者

達が,麻酔ガンを巣穴に撃ち込んだと屈託なく言

う｡一番 しっかりしていそうな男が,それは禁止

されて今はやっていないと付け加える｡その男が,



現 地 通 信

管理責任者で,筏小屋に案内される｡香港の華人

の持つ生貴だが,その持船から買うハタは25パー

セント止まりで75パーセントは他の漁師から買い

入れているといって,厚いアタッシュケースを開

ける｡見ると,札束がぎっしり詰まっている｡ラ

ンコイというハタに最 も高値 をつけ,kg当た り

12,000ルピアで買い入れる｡ハタの生魚は誰から

でも買うが,針を呑んでいないことに最大の注意

を払う｡

きれいな水に感心すると,ジャンペアやアバク

ナ,カユパンガン (いずれもタカポネラテ諸島)

の水中公園はもっときれいだ,ナマコがたくさん

おり,素潜 りでとるのだという｡帰る前に一寸待

てと生貴の網をゆっくり引き上げ,50cm ばかり

のハタを1匹タモで掬う｡梶棒でカツンと頭を一

撃 し,土産にくれる｡赤字に黒い斑点のついたス

ヌー ･スーパーである｡レパレパの船頭に渡すと,

彼はハタを甲板に放 り出してエンジンをかけた｡

直射日光下に放 り出されたハタはそれでもエラを

膨らませ,口をバクバクやり,ときどきバタバタ

していたが,30分程 して,排壮孔から黄色い水便

をピュッととばしてこと切れてしまった｡

生魚運搬をする華人に対 して私は始めケシカラ

ンと思っていた｡グルメブームに南海の漁民を奉

仕させるとは何事かと｡ しかしハタがこと切れる

のを見たとき,私は考えが変わった｡鮮度を保つ

という意識が全 くないところで生魚運搬は大事業

である｡ 闇にさし込む大文明の光だ,華人がんば

れ,と思ったのである｡

ホテルに戻って料理女にハタを渡 し,晩飯に料

理を頼んだあと,夕方の散歩に出かけた｡ペンテ

ンの港-出たところで,ピアへ向かうアリフィン

氏 とシヤーバンダールに会う｡アリフィン氏は生

賛船が着いたという｡華人に会いたいという日本

人のことを話 したが断られたという｡私と別れた

徳,役所回りに奔走 し,役人に土産も配って今か

ら生貴船に行くのだと言う｡残念だが仕方がない｡

突堤迄ついて行 くと,朝見たフェリーはまだとま

っている｡突堤に二人の華人がいて,アリフィン

氏とシヤーバンダールに早口の中国語で喋 りかけ

る｡ 一人は香港からやってきた華人,もう一人は

スラヤールに住み,現地で魚集めの手配をしてい

ると,これは後で聞いた｡

やがて彼等はスピー ドボー トで夕闇の湾をカフ

カフに停泊する生貴運搬船-出発 した｡ホテルに

戻ってハタの甘酢あん掛けを御馳走になり,ハム

カ,アンサールと喋っていると,アリフィン氏が

現れる｡5トンのハタの内4トンを積んで生貴船

は香濫-向かったという｡ 1トンの魚は針を呑ん

でいるおそれと病気の疑いで勿りねられたと｡狭い

生貴の中に3カ月も置かれていたら病気にもなる

だろう｡

華人は香港市場の要求する味の材料を能率良く,

安定的に仕入れるシステムを作ろうとしている｡

しかし全く華人のペースで事が運ぶわけではない｡

華人経済の歯車とかみ合うべ きインドネシア側は

歯車でなくて可塑性ベル トであり,エネルギー伝

達システムは無段変速の摺動装置になっている｡

つまり華人歯車が高速回転 しようとしてもインド

ネシア側の臨界回転速度を超えると滑ってしまう｡

可塑性ベル トは漁民の生活感覚 と,役所の機構,

役人の外的収入分配意識で作られている｡華人と

の長い付 き合いの中でインドネシアの官民共にこ

うした摺動装置の必要性を学んできたのかもしれ

ない｡分かり易 く言うと,華人さんよ,や りすぎ

はよくないよと彼等は無意識に感 じているという

ことだ｡その無意識の根はやはり現場で自然を見,

その大きな脈動と刻々の変化を感知 していること

にあると思う｡

4月15日

朝のフェリーに乗るために,朝早 くホテルを出

発 してパマタタ港に着 く｡ パマタタの村は隆起珊

瑚礁の素朴な景色を見せている｡屋敷地や畑は石

垣で囲い,畑にはキマメ, トウモロコシの枯れた

茎,キャッサバ,ヤムが目立つ｡外にはカポック,

キヤシューナッツ,マンゴ,ザクロ,パンノキが

疎らに立っているくらいだ｡天秤棒でアワの束を

運ぶ人を見かける｡

浜は白砂と透き通った水だ｡膝 くらいまでの遠

浅の海で,バナナの葉を吊るした道具 (リハラ)

を曳いて老女達がゆっくり歩いている｡ ボラの稚

魚とりだ｡強い照 り返 しに疲れると浜-上がって

ニッパ小屋の下で休んでお喋 りを楽 しみ,またリ

ハラを曳く｡数時間で100匹程 とれ,1,500ルピア

程の小遣い銭が稼げる｡
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フェリーでビラ-戻 り,タナベルを経てカジャ

ンからシンジャイ-向かう｡強い雨に煙る丁字園

と水田が美しい｡

ⅠⅤ 南スラウェシ東岸

4月16日

シンジャイ漁港

朝,河口に近いシンジャイの漁港を訪ねる｡機

動漁船やサンパンから魚寵がどんどん岸壁に上げ

られ,そこですぐ競 りが始まる｡女性の仲買が活

躍 している｡亭主は漁,カミさん連は魚商人と分

担 している｡女が強いんだと一人の漁師が言う｡

中にはウジュンパンダンのコレクターもいる｡大

小のアジの類,70cm もある トウンギリ (サワラ

の類),ハタ,フエダイなどが多い｡舟底一杯に網

を積み,巻上機を装備 した5, 6トンの漁船が多

い｡魚運びの終わった漁師に開く｡

① スンピラン島が主な漁場で,そこまでは機走

して1時間半で着く｡10人乗 り組のガエ船と集魚

灯船が組んで巾着網漁を行う｡ ボネ湾は年中漁が

可能で,西風李はパレパレや東南スラウェシのコ

ラカの船も加わる｡

(参 ひっそりと停泊しているランボ船が数隻いる｡

これらは漁船ではない｡1隻で聞くと,ボネの米

を東南スラウェシ,マルク,西ヌサ トゥンガラ-

運ぶ船だ｡船長はブギス人で所有者でもある｡ 5

人の乗組員はチモール島の出身である｡別のラン

ボ船はブギス人の船主-船長とブギス人荷主が組

み,やはり米をバウバウ (ブ トン島の中心)-逮

ぶ｡ 7人の乗組員はアロール島の出身者である｡

アロール島からはナマコを積んでウジュンパンダ

ン-運ぶという｡いよいよ東の海域-の窓口に来

た感 じが強い｡こうしたランボ船は35トンから40

トンの米を積載する｡荷主プンガワ ･ダラトと船

主-船長プンガワ ･ラウトが組む操業形態で危険

を分担する｡船荷を何処-着けるかは船長が一人

で決める｡米の売買サヤが収入になり,その分配

は様々のようだが,荷主が65パーセント,船長と

水夫側が35パーセントというのが普通だという｡

船長と水夫はこの35パーセントから経費を差 し引

いて折半する｡水夫はそれを更に7人で分けるの

で,分の悪い仕事だとこぼす｡

458

ランボ船のひっそりさが気になって尋ねると,

スンバ島へ向かった船が4カ月経過 して行方不明

で,遭難が確実になった事から,皆消沈している

のである｡

海岸平野を北上する｡ブルブルからマレの間は

養殖池が随分増えている｡サ トウキビも広い｡マ

レを過ぎると散播水田が増える｡昼過ぎにブタン

ポネの町へ入ると町はウジュンパンダンよりずっ

ときれいなのだが,静かで,寂れた感 じを受ける｡

車も少ない｡今回はウジュンパンダンだけが特別

に人と車とビルが増え,汚くなった印象が強い｡

博物館へ寄ってみる｡ボネ王家の複雑な系図が

書かれている｡13世紀の トウマヌルンとバジョの

女マノロン･デイ･トロとの結婚に始まり, 5人

の子供が生まれて云々と,それ以下たくさんの名

前だ｡ウジュンパンダンのロッテルダム要塞にある

博物館では,少し違っていて,マヌルンゲ ･マタジ

ャン･マタシ･ロムパエとマヌルンゲ ･トロ･テン

リ･ワリの結婚に始まり,初代の在位期間1326-

1358年とあった｡子供が3人生まれ,そのずっと

下の方にアルン･パラカの名,そしてたくさんの名

前が並んでいた｡どちらも王の降臨で始まることは

同じだが,ブタンポネでは地元の女が降臨者の血統

に組み込まれるところに,地元民の感情が現れてい

る｡ 降臨した人間はどこから来たのか判らない｡

モンゴルか,マムルークか｡勝手な想像を楽しめ

るところが尤もらしい学説よりも余程良い｡

バ ジョエ

隆起珊瑚礁の黒土平野を緩 く下る道を海岸-行

く｡ 水田にロンタラヤシがパラパラ立っている｡

すぐ港町バジョ工である｡ コラカ行きのフェリー

が出る突堤が長 く伸びている｡その付け根にはバ

ジヤウ人の水上杭上集落が海岸沿いに伸びている｡

珊瑚の石を積んだ造成地に杭を立てる家もある｡

右の方-ブラブラといく｡

① 海の上に船台を組んで,アラの船大工がラン

ボ船を造っている｡脇には樹皮がついたままの白

材丸太が積んであり,男が一人チョウナを振るっ

て,太いガデイン (肋骨材)を作っている｡この

木はピッティといい,マルクから運ばれたものと

いう｡船はバジョエーアンボン交易をやっている
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商人の注文だという｡その商人はブタンポネのハ

ジで,60トンのランボ船 5隻を持っている｡アン

ボン-莱,干魚,雑貨を運び,帰 り荷は材木であ

る｡その材木の一部を自分の持ち船作 りにまわす

のだ｡船作 りには先ずジュラガン (契約代理人を

指す)を決め,ジュラガンが船大工を探す｡今建

造中の船の場合は船大工を5人,納期 5-6カ月,

労賃総額500万ルピアの契約でジュラガンが雇って

いる｡ ジュラガンは現場で監督に当たり,大工達

はボス,ボスとおだてている｡ 大工の生活費,タ

バコ,コーヒー代などは全てハジがもつ ｡

(彰 材木の削 りカスを子供が集めて反対側の杭上

家に運んでいる｡ついていくと燥製ナマコ作 りを

若者がやっている｡聞くと,近 くの砂底の海でバ

ジヤウ人やブギス人が 20m程潜って拾うのだと

いう｡ 4人で組んで,二人が酸素を送 り,二人が

マスクをかけて潜る｡ 彼等はとったナマコに塩を

して手桶に貯蔵 している｡この若者はそれを買い

集め,煮て燥製にする｡削りカスはその燃料に使

っている｡ 燥製ナマコは台湾の華人が買い集めに

来る｡ -桶の塩ナマコが 1kgの倭製ナマコにな

る｡脇にこの 1週間で作った燥製ナマコがアンベ

ラの上に積み上げてあり,75kgくらいあるだろ

うという｡

ボネの商人,ジュラガン,アンボンの材木屋,

船大工,ナマコ探 り,燥製ナマコ作り,ナマコ買

いの華人と,違う仕事の系列が港で交叉している｡

様々な人が海と森の産物でくっついているのだ｡

ハムカとアンサールに面白いなと声をかけると,

二人は何が面白いかという顔である｡

国道に戻 り,北上 して内陸のテンペ湖畔にある

町シンカン-着 く｡14年前に泊まったアパダホテ

ルはワジョ王国のラジヤの住居である｡ バリ風に

しっらえた庭に石彫 りの怪物像が置いてある｡庭

のテーブルは欧米人観光客が占拠 している｡

4月17日

シンカンの元郡長官舎が小さな博物館になって

お り,元郡長の息子だという初老の男が管理がて

ら住んでいる｡華人の容貌だ｡展示品はサゴトー

ス ト焼きのフォルノ,竹やロタンの編み物が少し

あるだけだ｡シンカンはワジョ王国の中心で,元

は トソラに王宮があったんだと尋ねもしないのに

言う｡郷土意識が強い｡ トソラは14年前にも訪れ

たことがあると思い出す｡東岸のパリマへ出る途

中の珊瑚礁丘陵に塊村が並んでいて,少し大きい

だけで変哲 もない高床家がワジョのラジヤの王宮

だった覚えがある｡確かポル トガルの大砲を墓に

していた｡

シンカンから東北-草丘地帯を越えて,シワ-

着 く｡東岸は東風李にも雨があり,暗い縁の林が

水田を囲んでいる｡水田にはサゴも多く,景色が

湿っぽい｡シワの町は細い感潮川沿いにゴミゴミ

した町が続き,スマ トラの新 しい開拓町と似た感

じがある｡ぬれサゴ包みの多い市場を見ながら,

下流へ進んで港-行く｡

シワ港のサメ漁網元

幅広の貨物船に20人程の人夫が米,カカオ,肥

料を積み込んでいる｡カカオは東南スラウェシか

らの輸入品である｡川沿いに200mばかり歩くと

漁港があり, 5トン位のジョロロ船が川岸にずら

っともやってある｡大きなドラムカンを床下にた

くさん並べた家に上が り込む｡偶然だがそこの主

人ハジ ･ヤシンはシワに4人いるサメ漁のプンガ

ワ (親分)の一人である｡その話を聞く｡

① 1970年にシンジヤイからシワに移った｡当時

は刺網で様々な魚をとっていた｡時々サメも掛か

り,フカヒレを作った｡サメはヒウ･ボ トルとヒ

ウ･ヒタムと2種類いる｡ヒウ･ボ トルのフカヒ

レは白く高価だが,ヒウ ･ヒタムのフカヒレは半

値以下である｡1985年に3人の日本人がシワに来

た｡テリマ ･ヌンガルという水産会社の社員で,

そのリーダーのタクマは操船,漁具のベテランだ

った｡彼等はサメの肝油の作 り方を教えた｡以前

はサメの肝油はランプの油にするくらいだったが,

それが薬や化粧品に使えることと,船上で肝油を

作る簡単な方法を教えた｡そしてサメ漁場探 しが

始まった｡

② 現在サメ漁のジョロロ船が100隻いる｡4,5

人で乗組み,補給と漁の利便から5隻が一団で出

漁する｡漁場はぐっと広まって,今はイリアン海

域とフローレス海域へ行 く｡イリアン海域へは次

のルー トで漁をしながら進む｡ムナ ･ブ トンと東

南スラウェシの間のティウオロ海峡を抜け,ケン

ダリへ 1日,そこで泊と水を補給 し,ブル島へ 3
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日,そこはサメ漁場である｡ セラムへ 1日,ここ

でもサメ漁をする｡イリアンのソロンへ 2日,マ

ノクワリへ 1日,ここもサメ漁場がある｡ビアク

へ 1日,マノクワリービアク海域が最も良いサメ

漁場だ｡ビル島 (不明)にも漁場がある｡1月に

出発し,3カ月程で帰る｡漁具はサメ用の延縄と

その他の魚用の刺網をもっていく｡延縄は水面下

15mに張る｡

③ フローレス海域-は次のルー トをとる｡南下

し,スラヤールを経てジャムペア (ボネラテ諸島)

-着 く｡ここにはサメ漁場がある｡更に南下して

フローレスのラブハンバジョへ入り補給をする｡

フローレス西端のモリ海峡を南下し,ここで2ルー

トに別れる｡ 1つはスンバのワインガプからスン

バワ南岸-, 1つはフローレス南岸を束-進んで

アロールからチモール-オムバイ海峡を横断し,

デイリからチモール北岸をクパンへ入る｡サヴか

らスンバ北岸,スンバワ南岸-進み,アラスある

いはサペ海峡を経てシワに帰港する｡良いサメ漁

場はデイリーサヴ間,スンバワ南岸である｡スン

バワ北岸はサメは少ないが, トビウオは多い｡

マドゥラやスラバヤのサメ漁船団もサヴ,チモー

ル海域まで出漁している｡マ ドゥラの船はずんぐ

りしていて,シワの細い船の方が速い｡

④ 肝油を買う会社は数社ある｡ 1回の出漁で ド

ラムカン2缶の肝油を作る｡サメの肉は塩漬けに

して持って帰る｡

礼を言って辞す時,肌に塗ってもいいし飲むと

元気が出ると肝油を小瓶に貰う｡

日本の水産会社も地元漁師に直接関係をもつ場

合もあるわけだ｡

シワの町で昼食時に養殖池を経営する男に尋ね

られる｡マングローブに池を掘る時伝統法と近代

的方法とどちらが良いかとの質問である｡伝統的

方法は,周囲のみ掘るが,近代的方法だと全面掘

削をするというので,伝統的方法の方が良い,全

面掘削すると毒が大量に出ると答える｡男はそう

なんだ,全面を掘ったら,pHが 4に下がってし

まい,エビが成長しない｡そうか伝統法が良いの

かと大喜びである｡

シワからパロボへ走る｡低い丘陵は丁字園が広

いが,丁字の値が下がっているせいか手入れをせ
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ず放置した園が多い｡今,カカオへの植替えが進

んでいる｡ やがて海岸沿いの道になり,マング

ローブの切れ目に時にアウトリッガーが見える｡

パロボの町へ入る｡ここはブタンポネよりももっ

と静かな,うらさびしい感じの町である｡しかし

電話局だけは新 しい白塗りの建物に変わり,国際

電話がすぐ繋がる｡

パロボ港

パロボ港は黄色い石油タンクが1つ目立つ位で,

長い突堤にボネ湾の村々へいく長い客船と漁船が

数十隻密集している様は以前と同じだ｡ボネ湾奥

に移動パガン (パガン･ブラフ)がたくさん見え

る｡1隻のブラフの上に30m四方のパガンを組

み立てるものだ｡港のすぐそばのパガンで聞く｡

① ここの移動パガンは自力でなくて曳き船で移

動させるのだという｡ 水深40ドゥパ (70m)位ま

でがパガン漁の漁場である｡ 1基のパガン建造は

4,000万ルピアの経費がかかる｡自分の資金を

1,000万ばかり作り,残りは華僑から借金をする｡

パガン材のワイヤ,材木,ウインチ用エンジン,

網,針などを扱う商人である｡毎月返済をして,

数年で皆済し,使えなくなる迄の残 り数年は自分

の稼ぎになる｡

(参 突堤の北西側にブギス人の水上杭上集落があ

る｡それを見にいく｡基礎はバジヤウ人同様珊瑚

礁の石を積んでいる｡ 家々は細い桟橋道で繋がっ

ており,下にはサンパンにフロー トをつけた形の

アウトリッガーが並ぶ｡海側は砂場を盛り養殖池

を作 り,その中でアガルアガル (オゴノリ)をと

っている｡採集するだけで,タカラ-ルよりも随

分粗放である｡ 全部とらずに一部を残 しておけば

よいそうである｡一部の池は目の細かい網で囲っ

ている｡カニの子供を入れて養殖しているのだ｡

③ 村の端,マングローブ脇でブラフを作ってい

る｡キール長に比べて舷が随分長く,喫水が深い,｡

パガン･ブラフ用で,機械装備が重く,沈むので

喫水を深くするのだそうだ｡

パロボの町へ戻る｡町は華人の店ばかりである｡

町の華人,水上漁村のマレーという棲み分けの典

型である｡
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4月18日

朝,再び港-行 く｡漁船やパガンの獲物が突堤

に陸揚げされ,イワシやジャコ,アジなど小さい

魚の寵をベチャが市場や店-運んでいるO突堤先

端の鉄船にクレーンで2種類の材木を積み込んで

いる｡白材のアガテイスと赤材のラワン材である｡

甲板に直角に2列で維な積み方をしている｡材木

は甲板両側から1mずつはみ出している｡ 少し横

揺れすると荷崩れしないか気になる｡

南下 してバジョ工の港でコラカ行きフェリーの

出発を待つ｡車はウジュンパンダンへ帰す｡夜 8

時に出発｡長崎県生月町第 5フェリーと文字が書

かれた中古フェリーである｡出発後しばらくして,

船長が呼んでいるとハムカに操舵室へ案内される｡

船は買ったばかりで,計器,舵,cpp(プロペラ制

御)など全て日本語の表示に慣れてなくて判らな

いものがあるから,意味を教えろとのこと｡レー

ダーは回っているが映像は写らず,ジャイロコン

パスもoffの状態のまま,経験 と勘で走っている｡

サーチライトは絶えず動かして海面の監視は怠ら

ない｡見上げたものである｡

夜のボネ湾は漁 り火がたくさん瞬き,涼風が吹

く｡美しい世界である｡

Ⅴ 東南スラウ工シ

4月19日

朝 4時,コラカに着 く｡ ベチャで町東外れのホ

テルに行く｡ 女装の若者が扉を開けてくれる｡ 3

人共 7時半まで寝る｡ 起き出して朝食をとり,タ

クシー代わりのベモを探す｡コラカの町は西部劇

の開拓町さながらで,人が多くゴミゴミし,バラ

ックの店が並んでいる｡

ボネ湾東岸の伐採 ･漁業 ･園地複合

ベモで海岸沿いに北上する｡道沿いの低い丘は

ギンネムの木陰にカカオ園が広い｡海岸は薄いマ

ングローブ帯の中に所々養殖池があり,サゴの群

も点々と立つ｡1時間ばかり走 り,狭い水田を背

後に持つ浜堤の村でとまる｡

コラカ県ウオロ郡サニサ二村

① 村は浜堤にあるが,漁船は殆ど見ない ｡ 砂浜

に引き上げた数隻のレパレパカヌーがある位だ｡

両側にブンレ (三角網)を装着 してあるので稚魚

とりだろう｡船の代わりに丸太と角材が砂浜にた

くさん転がっている｡ブギス式の立派な高床家へ

行 くと主人が顔を出すので聞くと,漁も少しする

が,主な仕事は丘の裏山から材木を引き出すこと

だ｡この男もボネから伐採目当てに移住 してきた

という｡伐採は字 トシバに住むブギス人アミルが

取 り仕切っている｡アミルの許可をもらい,チェ

ンソーを借 りて,村から7km奥の山へ入り,伐

採する｡対象の木はピニシのキールと肋骨材にな

る鉄木,船殻張 りに使うカユ ･ポティ,家用のレ

ンベや トンドの木である｡アミルはチェンソーを

3台持っているが,過伐採を避けるためにふやそ

うとはしないという｡山の林にはドラムカン程の

太い木がたくさんあるそうだ｡切 り倒 した木は現

場で製材し,水牛で浜まで引き出す｡材木はビラ

とシンジヤイから買いに来る｡ ビラの造船用材は

殆どこの辺りの材であるという｡

② 漁は トウンバン (イワシ)やボ トボ ト,小さ

なチャカラン (カツオ)を自家用にとるくらいだ｡

定着 してから,カカオ園地と水田を開き,浜の後

ろに少しの養殖池も作ったところである｡

更に1時間ばかり北へ走る｡ 低い丘は林が切ら

れ,畑とココヤシの下のカカオ園がどんどん新 し

く広がる様相だ｡

北コラカ県ウオロ郡ラオネ村字 トシバ

① この村も狭い水田を後ろに控えた浜堤の上に

ある｡浜にはレパレパカヌーだけでなく,折 しも

写真10 定置パガンが袋状の四手綱を揚げている

ところ｡キビナゴ,シラスなどが大量に

獲れる｡
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建造中の大きな移動パガンがある｡このパガンは

2隻のブラフの上に 10m四方のパガンを設置し

た形である｡作業をやめた男に聞くと,この村は

シンジヤイからの移民で,主な仕事は伐採と漁,

他に水田と養殖が少し,そして丘のカカオ園を今

拡げている｡伐採は先ほどの村と同じくアミルが取

り仕切っている｡樹主はダマール (アガテイス),

カラビ,鉄木,ビンタンゴロ (フグギの類),ポン

ド,ポティ等である｡ビンタンゴロはパガン組み

に使い,他はどこシ用に売る｡

② パガンの漁李は東風李である｡西風李は波風

が荒い｡パガンの中央は床を張り,キャビン小屋

を置く｡床にあけた孔からランプを吊るし,四手

綱で魚をとる｡ルレ (シラス),ラヤン (ムロアジ

の類),カトンボ (アジの類), トウンバン (イワ

シ),チャカラン (カツオ)などがとれる｡ハタは

延縄でとる｡生きたルレはコラカのカツオ漁民が

餌用に買いに来る｡コラカ沿岸は材木伐採と漁業

を行う集落がずっと続くという｡

伐採業のボス

少し戻ってアミル氏の事務所を訪れる｡奥さん

と丁度家に居た｡奥さんは トラキ人だが,何の変

哲もない中年女性である｡以下は彼の話の内容で

ある｡鉄木その他の船材は東カリマンタンを除く

他の地域で減ってしまったので,多くの材木商は

コラカに来る｡この家の前の海-来る｡随分いろ

んな地方からだ｡ビマ (スンバワ島),タナベル,

バジョエ,シンジヤィ,ウジュンパンダン,スラ

バヤ,バリ等から,大きなどニシで来る｡

アミル氏自身は10年前にボネから移ってきて,

始めはパガン漁をやった｡その内コラカの材木需

要が大きいことに注目して材木伐採に転じた｡チ

ェンソーを買い自分で木を伐 り,水牛で浜へ運ん

でカティンティンか小さなブラフに積んでコラカ-

運んでいた｡1989年にコラカの森林局に申請して

IPK(森林利用許可)を得た｡IPKは地元民に開か

れた小規模な使用権だ｡土地の上限は20ヘクター

ル,有効期間5カ月にすぎない｡しかし利用地域

の正確な境界が引かれているわけではないので,

実際はもっと広い土地で伐採をすることになる｡

期間は延長出来るので,5カ月毎に2,000万ルピア

の使用料を払ってIPKを更新し続けている｡
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材の値段は立方メー トル当たり鉄木が12万,メ

ランティが10万,カユ ･メラーが8万ルピアだ｡

アミル氏は大規模なHPH(森林利用権)に比べ

るとIPKなどつつましいものだと力説する｡例え

ばHBI伐採社を見てみろ,北コラカのウオロで広

大な林を伐採し,大量のアガテイスを日本とヨー

ロッパへ輸出しているぞと言って私を見つめる｡

何も森林局に言いはしないから安心してくれと

答え,礼を言って辞す｡許可面積より少し広い林

を伐っている後ろめたさはあるが,堂々と大面積

を伐っている大会社-の腹立たしさが入り交じっ

て,彼は肺に落ちない感情を持っているに違いな

い｡それはこちらの気特でもある｡熱帯林消滅の

理由というと,日本の何も知らない識者達はすぐ

貧しい人々の焼畑と園地拡大が原因で,悪いのは

貧困なのだから貧困を無くすべきだなどとオダを

並べる｡冗談もホドホドにしてくれと言いたい気

持ちだ｡日本や欧米の ｢豊かさ｣を手本に,これ

に追いつきなさいという姿勢を続けている限り,

もっとたくさんのアミルがもっとたくさんのチェ

ンソーを使って,せっせと林を伐るだろう｡それ

どころかHBI社はもっと新式の機械を輸入して日

本とヨーロッパの自木材需要にもっと素早く応え

てくれるだろう｡焼畑民は何も貧しいから焼畑を

やるのじゃなくて,熱帯林での生態的適応が焼畑

なのである｡ 貧乏人は考えがなくていかんと思っ

ている金持ちが美しい木目材と合板と紙を大量に

水の如く使ってくれるから,熱帯林は消失してい

るのだ｡アミル氏の腹立たしさがこちらに乗 り移

る気分である｡

コラカ港漁船埠頭

コラカに戻 り,ボラの焼き魚にライムの汁をか

けて昼食をすますと,港へブラブラと出かける｡

通 りの岸壁に小さいレパレパカヌーがたくさん

もやい,造船中のランボ船があり,海上にパガン･

ブラフが点々といる｡漁港埠頭は木造桟橋で,そ

の端に2隻の漁船が停泊している｡船首迄幅広い

甲板が伸び,白塗りキャビンのある30トン程の漁

船で,少し感じが違う｡乗組員に聞くと,シンジ

ヤイのカツオ漁船である｡機動ランボ船で12人が

乗 り組み,一本釣 りを行うのだという｡きっそく

釣の実演をしてくれる｡陽気な連中である｡甲板
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のピットを開けると生貴があり,中に餌のルレが

居る｡小さな柄杓でルレを掬い船縁から海にパ ッ

と撒 き,竿を後ろ-ビューンと振 り回して, もど

りなしの疑似針を海-投げる｡釣 り上げた竿を立

てて糸を後ろ-振 り回し, しゃくってまた糸を海

-投げる｡日本のカツオ一本釣 りがそれこそ寸分

違わず技術移転されている｡ ルレの撒 き餌は始め

の10分だけで,後は水だけ撒 くという｡大漁だと

12人が奮戦 して 1時間に千匹釣れる｡氷詰めにし

てケンダリにあるカツオ節 (タパ)の会社へ売る

ということだ｡

漁場はボネ湾で,そこにロンボン (浮漁礁)を

作っているそうである｡沖縄のパヤオと同じで,

柴潰漁の発想 といえるだろう｡ ボネ湾のロンボン

は錨を沈め,竹筏を海上に浮か し,海中にココヤ

シの葉を一杯垂らす形だそうである｡

漁師達にカツオ節は食べるかと尋ねると,食べ

ない,地元の人間はカツオを煮て,ココヤシミル

ク, トウガラシ,コショウを加えて,スープを作

るという｡ 一種の潮汁だ｡

夕方になり,ケンダリ-向かう｡ ところがコラ

カから20分程走った山中でベモの運転手は村へ入

り込み,車庫へ車を仕舞ってしまった｡ 1日の契

約は終わったということだ｡ハムカ,アンサール

と口論になるが,こちらは早々と諦めてしまった｡

道で しばらく待って乗合ベモに乗 り込む｡元々6

人乗 りのバンに座席を5列設け,20人程詰め込む

大変革を施 してあるので,皆膝を抱えてピクリと

も出来ない姿勢を強要される｡ケンダリ迄 4時間

程の苦行である｡

途中,大 きな盆地の中心に賑やかな町がある｡

14年前はジャワ人移民が入植 し始めたばかりで町

など全 くなかったのだが,驚 くほど,村や町が増

えている｡インドネシアは本当に変化の真っ只中

にある｡そして変化する最先端に人が集まり,柿

と直接対面をする｡ 人界の最先端 と林界の最先端

はどちらもエネルギーが濃縮する｡負けないよう

に人はバラックにライ トをやたらと点灯 し,大音

響をスピーカーから流 し,ラメイラメイにする｡

他方,林は林縁に高木林の中より余程木を密生さ

せ,入 り込むのが恐ろしい緑のカーテンを下ろし

ている｡そして人が少しでも手を抜 くと,人界へ

入り込んで,乱 された林界を回復 しようとする｡

人間と林が正面対決 している様相が14年前は濃厚

だった｡今は人界が優勢だ｡

夜遅 くケンダリの町-入る｡ だだっ広い町であ

る｡

4月20日

水産基地ケンダリ

ケンダリの町はケンダリ湾の北岸にある｡ケン

ダリ湾は東西 6-7km の細長い湾で,湾口が絞ら

れている上に,入口にブンク トコ島があって蓋を

し,天然の良港である｡ かつてブ トン王国の陰に

隠れて余り知られなかったこの良港は,今,パン

ダ海の水産基地に変貌 しつつある｡ 幾つかの水産

会社が冷凍庫や加工場を作ったのである｡ケンダ

リ湾南岸の 2つの会社を訪ねた｡

ヤナギ ･ヒスタララヤ会社

(丑 突然事務所を訪れて,うまく現地事務所所長

の長谷川氏に会えた｡この会社は愛知県知多郡に

本拠のある水産会社ヤナギの現地法人で,25年前

から大洋漁業,三井水産と組んで行っていたヌサ

ンタラ漁業から独立 して作られた会社の由だ｡

② ポス トを数カ所おいてスピー ドボー トを配置

し,新鮮な魚を集めている｡ ポス トの所在地はマ

ヌイ島 (ケンダリ東方洋上約 60km), トベア島

(ブ トン海峡北 口), ラ ヒア湾 (ケ ンダ リ南 50

km),ラカロ (ラヒア湾の東方),ティナンゲア

(ティウオロ海峡),カバエナ海峡の浮ポス トなど｡

ここから更に伸びたネットワークがあるのだろう

から,集魚範囲は相当広 く,且つ,現地の漁民 と

密な関係があると思われる｡

③ 何に苦労するかと聞 くと,鮮度管理ですと明

瞭な答である｡網の糸自体が違うそうである｡ 日

本の網糸は多繊維振 り合わせでクリスピーな弾力

性があるが,こちらの糸は単糸のワイヤーみたい

な糸で,先ず網から問題がある｡更に網を仕掛け

てから揚げる迄時間をおきすぎである｡揚げた時

には既に死んで, しかもワイヤーのような糸が食

い込んで,鮮度が落ちてしまっている｡成程そん

なものかと感心する｡それに氷の使い方をケチっ

てケンダリに着いた時は溶けてお湯になっている｡

ダメですりと｡現地ではそうなると干魚にしてま
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すね,と少し弁護する｡干魚の作 り方を知 りませ

ん7,カンカン照 りの下に放 り出しておけばいい

と思ってるけど,干魚は風に干すということなん

です,と手厳しい｡そう言われるとそうだ｡陰に

干している風景などこちらで見たことはない｡

いろいろ成程もっともな批判を聞いて礼を述べ

て退散する｡

ダルマ ･サムドゥラ社

この会社の社長は華人,工場長はジャワ人で,

工場長が忙 しそうに社員と話をしながら応対する｡

ウオウオ二島北岸,ラベンスク島東岸,ティナン

ゲアなどにやはりポス トを置いて40隻のボー トで

集魚し,カカップ (アカメの類),ロリ (カマスの

類)を氷ブロックにして日本,ヨーロッパへ輸出

している｡西風李の方が処理量は多 く1日25トン

にも達するが,東風李の今の季節は魚の入荷が少

ない｡漁師に融資をして関係保持に勤めているよ

うである｡融資はエンジンの乗せ替えが主対象と

なる｡しかし資源保全のため,延縄を奨めている

と水産局の役人の口移しのようなことを言う｡東

南スラウェシでは トウカンプシ諸島が資源のまだ

豊富な漁場だと教えてくれる｡そこのハタ類がウ

ジュンパンダンへ生魚でどんどん送られているそ

うである｡

水産会社の一角にはジヤヤンティグループの大

工場が一際目を引く｡この工場は餌用のイワシ,

アジの箱詰めと,凍結カツオを作っているとサン

パンの船頭が言う｡輸出先は聞かなかったが,日

本の可能性が高い｡

ブギスの漁師村とカツオ節作り

ケンダリ県ポアシア郡ラプル村

ケンダリ湾南岸の漁師村を見ようと,工場地区

の東へ行 く｡この村はマングローブ泥に珊瑚礁の

石を積んだ上や,海中に,風通 しの良い杭上家屋

が並んでいる｡ボネから移住 した漁民である｡西

風李にカティンティンカヌーでウオウオニ海峡へ

船団を組んで出漁し,刺綱でチャカラン (カツオ)

をとる｡東風李はケンダリ湾入口のブンクトコ島

でイカなどをとったり, トンダトンダとここでい

う底引き網をカティンティンで曳いてナマコをと

る｡ナマコはよくとれて, 1週間に一人が 200kg
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集めるのも難しくない｡この村の住人は若いナマ

コにライム汁やココヤシミルクをかけて生食する

そうだ｡その食べ方はラワという｡

カツオ節作 りについて尋ねると,自分達は作ら

ないが,ブトウン村にチャカランを燥製にするカ

ツオ工場があり,製品はイカン･カユと言うので,

これはカツオ節だろう｡そこ-行 くことにして去

る｡道まで引き潮で露出したマングローブ泥の上

を歩 くと,カニ穴-たくさん小さなカニが出入り

している｡

ケンダリ県ケンダリ郡ブトウン村字カシランペ

ケンダリ湾北岸-渡 り,莱-走ると湾入口の関

門部を過ぎてから珊瑚礁海岸が開く｡石垣積みの

湾岸にカツオ漁船が 2隻停泊している｡その岸に

小さなカツオ節工場があった｡丁度運び込まれた

カツオを十数人の女性が包丁でさばいている｡先

ず腹を開いて洗い,大鍋で煮てから2枚に下ろし

たものを煉寵に並べて燥製炉の上に重ねる｡燥製

が終わるとムロに閉じて1カ月おく｡製品は売っ

たばかりで見ることができなかった｡

工場の持ち主はパレパレ在住のブギス人でハジ

である｡責任者によると,年間生産量は200トン,

全量を日本人バイヤーに売るという｡ヤナギの長

谷川氏の話ではケンダリのカツオ節は味の素が買

って加工している由だった｡

華人の店,日本人の会社

日本の会社の商品収集能力は見上げたものであ

る｡鮮度や品質維持の上で消費者に見えない苦労

をしていることだろう｡しかし収集前面に日本人

が出ている例は少なくて,そこが華人と違う｡既

に処理された製品あるいは半製品の買い取りを都

市の会社に居て指揮する形だ｡摩擦を避ける点か

らは賢明な方法だが,現地の人とのつながりは薄

くなり,現場の状況にふれる人間は少なくなる｡

現地の自然,人,社会と切り離された商品だけが

集められる｡現地の人にすると,金をいくらでも

持っているかの如く見える日本というもの,日本

人は顔が見えず,得体が知れない｡日本人がどん

な庭を好み,どんな家を立て,何を食い,どんな

付き合い方をし,どんな小説,敬,芝居を好むの

か,何を喜び,何に怒るのか,要するに日本人の



現 地 通 信

生活実態,文化実態が判らない｡それが判らない

ままに,彼等の生活空間は日本製のラジオ,バイ

ク,漁船のエンジンから始まって電話,テレビ,

辛,機械と溢れるばかりのメイドインジャパンが

入 り込み,代わりに, トビタマも,ハタも,エビ

もカツオも,アガテイス,メランティ,ロタンと

何でも買ってしまう｡ 林を剥がして作られた園地

のオイルパーム,ココヤシ,バナナ,丁字,ニク

ズク,アルビシアの木まで全部運び去ってしまう｡

得体の知れない怪物だ,と彼等が思わないと考え

るのは現地の人間に知覚器官がないというのと同

じ事だ｡

日本人は外から中の見えない防弾ガラスの箱に

入って品物をやりとりするだけだ｡華人は生身む

き出しで,いざこざをしながらも,顔が見えてい

る｡校賢い トリックを考える人間だということも

判っている｡ともかく華人は人間と認知されてい

る｡しかし日本人は人間と認知されているだろう

か｡大変心許ない｡短期的に,且つ,経済に重心

をかけて見ると日本人の方法は賢い方法かもしれ

ないが,長期的にはどうだろうか｡経済だけでな

く,文化をもつ人間として彼等 と共存 し,陸 ･海

の生物の一員という感覚を取 り戻すには,日本人

は考え直す必要がある｡商品の付き合いだけじゃ

なくて,生身の人間の付き合いが要る｡

4月21日

ケンダリからムナ島 トランドナ迄

朝,アグス及びラ ･フアリキの 2青年に引き合

わされる｡ハサヌデイン大学のアリフィン･スラ

タン氏がムナ,ブ トン島の旅行の案内に差し向け

てくれたのだ｡アグス氏はケンダリの商社の社員,

ラ ･フアリキ氏はハサヌデイン大学の講師でムナ

島出身である｡

ムナ島へはケンダリから南下し, トロブル港から

ムナ島北端のタンポ港へフェリーで渡るルートであ

る｡ベモを雇って5人で乗り込む｡ケンダリから南

下の道は低山地帯で,斜面の林は焼畑景観である｡

山裾や谷にはサゴヤシが多い｡ トラキが焼畑をやっ

ているのだ｡道近 くに時々その家が見える｡平屋で

ニッパアタップの屋根,壁は割竹で囲う｡サゴとオ

カボが主食,アランアランの草原で鹿,クスクスを

狩 りその肉を好むそうである｡既に90パーセント

はイスラームになっているという｡

プンガルクの盆地に水田が広い｡政府移民開拓

が入植しており,JICAも農業技術者を送 り込んで
支援 している｡

トロブル湾はフェリー用突堤の脇に小さな漁港

岸壁が作ってあり,長いジョロロ船が魚箱を乗せ

ている｡ 海上に錨を打って,新式の漁船も1隻い

る｡村は小さくて,岸から張 り出した水上通路沿

いに杭上家屋が 5軒ばかり並んでいるだけだ｡そ

の 1軒で数人が閑話をしている｡覗 くと日本人が

一人いる｡ヤナギのポス ト担当者のアイカワさん

で,港の新式漁船はこのポス トからケンダリ-負

を運ぶスピー ドボー トである｡今,魚が集まるの

を待っているのだ｡他の男達は仲買人で,アイカ

ワさんの実質的手下だ｡フェリーに急がされてす

ぐ別れる｡

海上前方はムナ島がよく見える｡右手ははるか

水平線上にかすかにカバエナ島が見え,近くにティ

ウオロ諸島がよく見える｡ティウオロ諸島は環礁が

発達し,魚が多いとラ･フアリキが言う｡彼による

と,今我々が辿っているルートは昔から重要な連絡

路である｡つまりウジュンパンダンからバジョエー

コラカーケンダリームナ島のラハーブ トン島のバ

ウバウ迄をつなぐ｡バウバウからは更に海上をト

ウカンプシに渡るルートがあるのだと言う｡

ムナ島は隆起珊瑚礁で,低平な島陰を見せてい

る｡東側の トベア島はもっと低平で,海上 2m を

越えない｡やがて狭い水道に入りムナ島北端のダ

ンボ湾へ着 く｡タンポの小さな漁村の背後はカル

ス ト台地で,す ぐチークの植林地帯に入る｡1954

年頃の植林の由で,40年を経過して高さ15m,直

径 40cm くらいに成長 している｡これを過ぎると

草原で,あちこちにシンクホールの窪みがある｡

それを柵で囲い,窪みを抱 く形で屋敷地がある｡

畑も柵で囲う｡夕方,ラハの町に着く｡ラハの町

は日本軍が作った新 しい港町である｡ ここも華人

が目立つ｡ラ ･フアリキが言う,店は全部華人だ

と｡ラ ･フアリキは伯父さんの家に泊まる｡ 我々

はシャビーなホテルに泊まる｡

4月22日

ラハを出てカルス ト草原を走る｡所々畑があり

トウモロコシとキヤサバ,ヤサイが植えてある｡
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石囲いで,高床の小屋が必ずある｡豚を見張るた

めだと｡畑は2年間植え付けると他へ移 り, 3年

おいて戻る輪作を行う｡常畑的ブッシュフアロー

である｡ブッシュフアローといっても木はなくて,

ユーパ トリウムが高く茂っている｡

シンクホールの底にアレンヤシの濃い緑が多い｡

トウアックを採 り,砂糖作 りを行う｡

タンポからムナ島南部の トランドナ港まで続 く

この道は16世紀のムナ王国時代に既に馬逓道とし

て在ったそうである｡ムナ王国はポル トガル人が

16世紀に来航 した時には既に存在 し,ポル トガル

人とココヤシ油の交易を行った｡ボネとゴアの戦

闘の際,ムナ王国はゴワ側につき,ブ トン王国は

ボネ側について争った歴史がある,とラ ･フアリ

キが説明してくれる｡

少し高いカルス トテラスを過ぎた後,緩 く下り,

ワクルの集落に入る｡先ほどの高い台地にムナ王国

の王都があったが,1973年に今のワクルの位置に移

った｡町中には旧王都から移された慣習家屋が数十

戸ある｡青白にきれいに塗った高床家である｡

ムナ島東南の地峡にさしかかると,東側の湾に

コタ･ロンベの漁村がある｡珊瑚礁の海が白,ど

ンク,青と夢幻的な美 しい縞目を見せる｡静かな

湾には移動パガンが点々と居る｡ 海中に珊瑚の石

を積んで立てた家から内陸-100戸ばかり,碁盤目

の集落を作り,真ん中の市場では多量のキヤシュー

ナッツを干している｡コタ･ロンベから南側のカル

スト台地にはキヤシューナッツ園が広い｡かつての

ココヤシは1970年代にキヤシューナッツで替えられ

た｡管理が簡単な上,収入も良いからだという｡

草原の中に突然林が現れる｡淡緑色の薄くて長い

葉のついた,多分落葉樹種だろう｡現地名フアフア

といい,別名ピッティともいう｡タナ ･レモの造船

所で船殻材に使うといっていたことを思い出す｡

学名は Vl'texcofassusだとラ･フアリキが言う｡

間もなくトランドナ港に着いた｡バウバウの湾

と向き合った湾の奥にある家はやはり珊瑚礁の石

を積んだ人工地に作 り竹編み壁である｡油を流 し

たように静かな湾内にはジャラという刺網を張る

杭が並ぶ｡スマ トラのエステュアリーによくある

トゴック･パリスに似ている｡
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ムナ島 トランドナ村

① ジヤラの獲物は トウリ (イワシ)である｡ 2

ブラフ･パガンもいる｡ ブラフ作 りはポロニタや

カンダプアの材 (共にフタバガキ科という)を使

う｡パガン材は竹である｡これの獲物はルレ,ラ

ヤン (ここでは トビウオ)で,あちこちで竹ムシ

ロにルレを干している｡ トビウオは鮮魚で売る｡

漁に親分子分関係はないのか尋ねると,ない｡

(参 沿岸の足はボディ･パ タンと言われる 20m

を越える長いくり船構造船だ｡くり船はメランテ

ィを使う｡直径 1.2m もの大木だ｡この材は中部

スラウェシから運ばれるのだという｡ くり船に足

す舷側板はエテという地元の軟質材だ｡屋根をつ

けたこの船は最大100人の乗客を乗せる｡珊瑚礁の

きれいな魚をつかまえてきた子供達は相当金髪が

混じり,メラネシア的な容貌が目立つ｡

ブトン島バウバウ

トランドナ港をフェリーで出発 し,対岸のブ ト

ン島-向かう｡面白い光景は海上のあちこちに白

い飛沫が飛び,魚がたくさん空中を飛ぶ様だ｡カ

モメが急降下 して魚をとらえる｡ ルレや トウリの

小魚が トンコル (スマの類)やチャカラン (カツ

オ)に追われて飛ぶのである｡そこは海面が沸き

立つように見える｡

バウバウ港-入る手前で右側にココヤシの茂っ

た小島がある｡マカッサル島という｡ ゴワとボネ

戦争の時,ブ トン-逃げたアルパラカを迫ってハ

サヌデインがここに基地をおいたのが名前の由来

だとラ ･フアリキの説明である｡

1時間でバウバウ港に入る｡海から見るブ トン

島は海岸にココヤシ園が広 く,斜面も緑の豊かな

写真11 ブトン王国以来の伝統が続 くコプラ輸出｡
バウバウ港には古い倉庫が立ち並ぶ｡
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島である｡桟橋にスラバヤの大きな貨物船が入っ

ている｡物流も人的交流もムナ,ブ トン両島はス

ラバヤと関係が密であり,ケンダリ,コラカはウ

ジュンパンダンと結びつきが強いそうである｡

港から裏山-登る｡ そこはブ トン王国時代の王

都で,大きな城砦のなかにウオリヨ宮殿がある｡

全長 3km の城壁で囲まれ,12門がある｡城壁は

珊瑚の石を高 く積み,その表面は卵白と石灰を混

ぜた堅いモルタルで塗り固めている｡崖を登って

門を入ると16世紀に建てられたという古いモスク,

メスジッドアグンがあり,モスクの中にバ トウ･

ポパウアという祭壇がある｡床に十字型にタイル

を貼 り,その中央にヨ二的な窪みがある｡新 しく

即位 したスルタンはそれを跨いで立ち,左足をヨ

二の中に入れて,力を受け継 ぐのだという｡構造

的にはもともとリンガが立っていたと推察される

が,今は見あたらない｡

城塞の奥の方にウオリヨ宮殿がある｡チークで

作られた大きな二階建てだ｡38代目に当たるスル

タン末商が住んでいる｡腕太 く,胸毛濃 く,アラ

ブ的容貌の男である｡彼の話によるとブトン王国の

始まりは13世紀にワカアアカあるいはコカ ･チン

ともいう女王である｡彼女はフビライハンの孫で,

ジャワのマジャバヒットのラジヤの王子と結婚 し

たのが始まりである｡ 6代目のラジヤが1546年に

イスラームに改宗して初代スルタンとなった｡

ブトン島スルタン王国の最盛期にはムナ,ティウ

オロ,カリンスス (北ブトン),カレドゥパ (トウ

カンプシ諸島の 1つ),を配下に置いていた｡ブト

ン王国の経済的基盤は何だったのか尋ねると,ラ･

フアリキがココヤシとココヤシ油,と答える｡

海岸通 り-戻 り,アグス氏の親戚の店へ行 く｡

船舶の燃料油を扱う傍ら,魚の仲買もやっている｡

油 くさい店で,イカの煮物の昼食を御馳走になる｡

扱う魚は トンコル (スマ-サバの類),エコール ･

クニン (フエダイの類),チャカラン (カツオ)が

主で,資源保護のために網は使わず,一本釣 りで

とる｡良い漁場はブ トン島南からトウカンプシ諸

島への海域である｡香港,台湾の生賛船が多数そ

こに集まり,カカップ (アカメ),スヌー い 夕の

類)を買い付けているという｡

真珠はと尋ねると,マカッサル島に真珠養殖会

社があ り,日本人が二人いる｡一人はバウバウの

華人の女と結婚 しているとのことである｡夕方,

海岸通 りで晩飯をすます｡カツオの焼 き魚が出た

が,殆ど半分腐 りかけだ｡ともかく鮮度を保つと

いう意識はないから,半腐れに当たったのは運が

悪いと諦めるしかない｡

マカッサル島の真珠養殖

マカッサル島は対岸 2-3km で近いのだが,潮

流が強 く,スピー ドボー トで20分程かかる｡島に

近づ くと海上の監視ポス トが鋭いサーチライトで

執鋤に追う｡養殖ユニットの突堤には養殖用網カ

ゴがたくさんある｡日本人技術者はバウバウへ食

事に出かけた留守で暫 く待つ間に社員と雑談をす

る｡サーチライトは盗難防止のためだとか,キッ

コーマンをかけて,サシミ,イカサシのうまさを

知ったなど｡

やがて技術者が帰ってきた｡以下はその話であ

る｡

写真12 バウバウのマカッサル島で真珠養殖に専

念する日本人平賀さん (中央)と,左か

らラ･フアリキ,真珠を持つアンサール,

白蝶貝を持つハムカ,アグスの諸氏｡

① 小柄,柔和な感 じの人で,平賀宗和さんとい

い,志摩半島片田の出身である｡ 父親がやはり真

珠養殖の玉入れ職人で,子供の頃からその仕事ぶ

りを見て育った｡1976年, ドボのアラフラ真珠会

社へ入り,11年間働いた｡日本の会社は金子真珠

と2杜だった｡この10年来,中国人の真珠養殖会

社が10社以上出現した｡アラフラ真珠にいた友人

がブ トンで真珠をやりたいのでと誘われ,ここ-

来て 7年になる｡ ティアラ･インドパールという

会社だ｡この近 くではケンダリ南のコロバ考にも
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う1社高田真珠がある｡

(彰 バウバウ海峡は真珠養殖に良い海だ｡潮の流

れが適当にあり,水がきれいで,川からの養分も

程良く流れ込む,普通は餌やゴミが底にたまって

10年経ると海が弱ってくる｡ここは汚れを潮流が

掃除してくれる｡

③ 真珠母貝の天然白味貝はインドネシア全域か

ら集める｡イリアン,アルー,バンガイ,アンボ

ン,ジャカルタ沖のスリブ島などで,地元の潜水

夫が集めたものを買う｡この会社は1万個の母貝

を持っている｡採苗養殖の貝も試しているが,母

月が小さいので大きい珠はとれない｡集めた母月

は1カ月間前養生のためにこの海に入れておく｡

その後,核入れ手術をする｡8mm の核に外套膜

のチップを乗せて入れる｡核入れは5月から10月

まで毎日やる｡そのあと,充分養生する｡貝の状

態は 1つずつ違うので,結果は1つずつ違う｡大

手術だから死ぬものも多い｡30年の経験があると

いっても小学校の生徒位の気持ちだ｡生き物の変

異はきりがない｡手術そのものはそう難しくもな

いので,技術移転は可能だろうが,前養生,後養

生の気の配り方が難しい｡2年足らずで,うまく

いくと16mm の珠が出来る｡核が 8mmだから真

珠層が 4mm成長しているわけだ｡厚いので艶も

消えないし,はげることもない｡

(彰 盗難が最大の問題である｡この会社では海軍

に頼んで警戒ポス トを5カ所置いている｡それで

も一晩に数十枚のカゴを盗られることがある｡コ

ロノ湾の会社は一晩に千枚のカゴを盗られること

がある｡千枚のカゴというと10トン位の漁船では

とても無理な量だから,どんな方法で盗って運ぶ

のか不思議な程であると平賀さんは笑う｡

平賀さんは熟練 した職人である｡そしてその話

には職人道が生きている｡小浜で真珠養殖の小さ

な作業場を訪れた時,真珠母貝の供養塔を作って

いるのを思い出して,ここではどうか尋ねてみた｡

氏は言った｡｢それは気になっているんだ｡供養せ
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ないかんと思っているけどまだやってないんだ｡

調子のよい貝は2回,3回と繰り返して核を抱け

るから貝の寿命は生かしたことになるけれどな,

しかし死ぬ月も相当おるからな,気になっている｡

近い内に供養塔を建てて,ねんごろに供養しよう

と思ってるんや｣｡

私は誇らしい気持ちになってその話をハムカや

ラ･フアリキ達に伝えた｡生き物を相手にする職

人が,技術を磨 くことだけでなしに,生き物をい

とおしむことが大事だという職人魂を伝えたかっ

たのだ｡日本人が怪物でなくて血の通った人間で

あることを伝える良い例だと思ったのである｡彼

等の反応は様々で,少しは意図が通 じたところも

あるようだが,期待した程の意志疎通は出来なか

ったようである｡むしろ,その 16m の真珠はい

くらで売れますかという質問が返ってきた｡

伝統的方法で漁をしている漁民の方がむしろ良

く理解してくれたに違いない｡ピンランのランガ

の漁民やマンダール人の漁民,ガレッソンの トビ

タマ漁民などはよく判ってくれるだろうと思った｡

しかし漁民でも近代的方法を駆使 して,物をすく

い上げる感 じになってくると共感の基盤は崩れて

くるだろう｡大学や試験場の人間になると共感の

基盤は殆どなくなるかもしれない｡ハサヌデイン

大学のアリフィン･サラタン氏やマツラダ氏達が

スラウェシの沿岸集落を調査 し,漁民や農民の伝

統的な技術 と知恵,伝統的な物流ルー トの技術を

掘 り起こし,支援 しようという計画は,稀有な例

外だという気がする｡彼等に平賀さんのような日

本の職人道を体現した人を引き合わせたいと思う｡

平賀さんだけでなくて,日本の沿岸漁村で頑張っ

ている漁協のリーダーや漁師,農 ･山村の人々が

スラウェシの沿岸集落の人々と直接草の根交流を

することが両側に今一番大事な事だと思う｡会社

と商品だけを介した接触は資源の枯渇を進めるだ

け,両側の誤解を増大させるだけ,特に怪物日本

の誤ったイメージを膨らませることになる,そん

な気がするのである｡


